
先進的企業にとっての新たな未来フォーカスレンズとは

仕事とワークプレイスに関する
最新情報とトレンドを満載した
情報誌

創業100周年、それは未来を見つめること キーポイントは個人ワークと
コラボレーションのバランスをとること

CEOであるジム ハケット氏
が語るSteelcaseの未来とは
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What about ME? Q&A with Jim Hackett



今号について

2012年、私たちは創業100周年を迎えています。この重
要な節目にあたり、私たちは過去を見るのではなく、未
来に思いをはせ、これからの企業にとって未来をどう考
えるべきかを社内外の専門家たちに問いました。複雑
で競争を強いられる今日のビジネス環境の中で世界中
のビジネスリーダーはある共通の課題を持っています。
それは未来を予測しながら、今、あらゆる決断を実行し
なければならないという現実です。今回集められた見
解や洞察は世界中にまたがる先進的企業にとって未来
にフォーカスした新たな視点を提供しています。
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360マガジンは米国Steelcase Incが発行元です。許可なく記載記事の複製、転用、写真の無断転載は禁じられています。

cONteNts

50
Future Focused
Steelcaseの中枢頭脳で、未来を考えるWorkSpace Futures
グループの研究結果と先進的な企業が未来にそなえて考慮しな
ければならない視点と見解について特集します。

4  Perspectives
今号で協力をした
方々へのインタビュー

108  Insights Applied
未来に焦点をあてた
ワークプレイスの創
造

132  Trends 360
グローバルな
トレンドとは

144  A New Learning Curve
革新的アクティブ
ラーニングのアイディア例

148  Design Apps
コラボレーションを
触発する革新的な
アプリケーション

150  Atoms & Bits
Steelcaseグループ
の最新情報

100 Dreams，100 minds，100 years
 創業100周年を記念して、世界中の子供
たちと著名な方々に協力を仰ぎ、次の
100年がどうなるかのさまざまな夢と思
いを集めてみました。

26

arzu Studio hope
貧困にあえぐアフガンと世界的に著名な
建築家をつないだ新たな試みが始まっ
ています。

8

1920

20 Q & a
Ceo interview

CEOであるJim Hackett
氏がSteelcaseの成功
の鍵とその未来について
語ります。

84 Creating 
Sustainable value

21世紀においてサステ
ナブルな価値を創造する
とは、そしてそのシステ
マチックなアプローチ方
法とは。

90 what about me?

流行のコラボレーション
に潜む落とし穴。アイディ
アを素早く、より良いもの
に創り変えるには個人ワ
ークが重要だということ
が見過ごされています。

112 away from 
the offi  ce

どこでも仕事が一般にな
りつつある中で人 は々モバ
イル化に奮闘しています。

120 Getting real

今、米国でホットなITベ
ンチャー企業といわれる
会社がどのようにオフィ
スらしいスペースにシフ
トしていったのかを探り
ます。

152  inside asia
pacifi c

アジア太平洋地域の最
新情報
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Plural Design Group プルーラル デザイン グループ

シカゴを拠点として活躍するデザインスタジオ、Pluralは今号の中で2つの特集記事、
Future FocusedとCreating Sustainable Value、そして今号のカバーのデザインを担当
しています。2008年にJeremiah Chiu氏とRenata Graw氏によって創設されたPlural 
Design Groupはデザインプロセスへの新たなアプローチ方法を提唱し、さまざまなメ
ディアを駆使しながら、社会的に意味のあるプロジェクトを主体に活動を展開しています。

Stanley Tigerman スタンレー タイガマン ＆ Margaret McCurry マーガレット マッカリー

「今度は私たちが社会に与えること、倫理的、道徳的な義務を果たす時期だと考えた
のです」とStanley Tigerman氏は言います。Stanley氏と彼のパートナーであり妻であ
るMargaret McCurry氏は長年この姿勢でさまざまな活動に共に情熱をかたむけてき
ました。今回はARZUという貧困にあえぐアフガニスタンの女性と子供の教育の向上を
目指すNPO団体を支援するかたちでアフガンと世界的に著名な建築家をつないだ新
たな試みに着手しました。

Susan Cain スーザン ケイン

「ひとりでいることは創造力を引き出す
重要な要素である」と言ったのはベスト
セラー著 書「Q u i e t–T h e Po w e r  o f 
Introverts in a World that Can’t stop 
Talking」の著者として一躍有名になった
Susan Cain氏。企業の弁護士を経て執
筆活動に専念し、いきなりベストセラー
作家になった彼女の2012年のTEDでの
講演は動画がアップされた第1週目で1
万回閲覧されました。コラボレーションが
もてはやされる時代にある中で改めて
自分の内に向ける作業と1人で集中して
作業するスペースの重要性を語ります。

Angerla Nahikian アンジェラ ナイカン

Nahikian氏はGlobal Sustainabilityグ
ループのディレクターとして業界の枠を
越えてサステナビリティを推進している
1人です。「未来はサステナビリティが変
革をもたらすことを予測して事業全体を
デザインすることで、その課題にいどむ
挑戦ははかりしれないでしょう。」と述
べています。

本号のために情報とアイディアを提供し、寄稿にご協力いただいた方々です。

perspectives
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John Hockenberry ジョン ホッケンベリー

Hockenberry氏は4度のエミー賞（Emmy Award）と3度のピーボーイ賞（Peaboy Award）
に輝く世界的なフォトジャーナリスト。通常ジャーナリストは過去と現在のレンズ
の中で世の中を見る人が多い中、同氏は未来に焦点をあてたSteelcaseの創業
100周年プロジェクト、「100ドリームズ、100マインズ、100イヤーズ」に積極的に
賛同し、建築家への呼びかけに関わってくれた1人です。エミー賞は全世界の放
送業界において最も権威と歴史のある賞で放送に従事するものにとっては最高
の栄誉とされ、ピーボーイ賞はアメリカで優れた放送作品に贈られる賞です。

NPR, ABCやNBCなど放送業界での長い特派員生活の中で世界中の戦争や紛
争、不和を目の当たりにしてきた人物が今回のプロジェクトの中で発見したもの
は人々が描く未来が擬縮されたもの、それは「楽観的な希望」でした。 

Allan Smith アラン スミス ＆ James Ludwig ジェームズ ルドウィック

SteelcaseのGlobal Designグループの副社長であるJames Ludwig氏とMarketing & Advanced Applicationsグループの副社
長であるAllan Smith氏。両氏とも共通して「よいデザインとは最終的にユーザーに特別な体験を提供するもの」であるという
見解をもっています。そのプロセスはまず研究リサーチから始まること。「私たちの価値は研究リサーチからパターンを見いだ
し、隠れたニーズを明らかにし、最終的に企業の潜在力を引き出すことです。」と語っています。Ludwig氏は1999年に
Steelcaseに入社するまでは建築家として、そしてデザイナーとしてベルリンを拠点に活動。Smith氏はビジネスとアート両方で
の教育を受け、3年間のヨーロッパ赴任を含む20年もの間Steelcaseに在籍し。今日の相互に連結し、グローバルにコラボレー
ションが加速する世界にあって、個人の能力を最大限に発揮するにはどうしたらよいかに視点をあてています。



®

media:scapeとFrameOneベンチ

media:scapeスタンディング高さテーブル media:scapaモバイル

media:scapeラウンジ

media:scapeミニ

今日の複雑な競争社会にあっては創造力と革新性は不可欠で、いまやグローバルに人がつながり、コラボレーションを

する時代を迎えています。media:scape（メディアスケープ）シリーズは「人」、「情報」、「スペース」を相互につなぎ、

影響しあいながら企業に大きな成果をもたらすツールとして威力を発揮します。

どこでもコラボレーション

製品詳細は下記まで：

www.steelcase.jp

日本スチールケース株式会社　03-3448-9611
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Layered Puzzle by Frank Gehry
size: 6'x12'

THE MASTERS COLLECTION

FRANK GEHRY
フランク ゲーリー

MICHAEL GRAVES
マイケル グレイブズ

ZAHA HADID
ザハ ハディッド

MARGARET McCURRY
マーガレット マッカーリー

ROBERTA.M. STE RN
ロバートA.M．スターン

STANLEY TIGERMAN
スタンリー タイガーマン

“  ARZUは貧困にあえぐアフガニスタンの女工とその家族を支援する非営利団体として
発足し、定期的な収入と教育を受けられるようなビジネスの仕組みと雇用機会を与え
ることで国としての持続的な経済発展はもちろん、個人の尊厳や男女平等も擁護して
います。” 

  CONNIE K. DUCKWORTH、ARZU創設者兼CEO

ArZU
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今年の冬を目指し、ARZU STUDIO HOPEは注文ラグのマスターコレクションを発表する予定です。
世界的に著名で影響力のある建築家たちによって特別にデザインされたラグはそれぞれが目的をも
った世界観を具象化しています。



マスターコレクションの陣頭指揮をとっ
たのはシカゴの建築家、Stanley Tigerman氏
とパートナーであるMargaret McCurry
氏で、友人でもある世界的に著名な建築
家たちに協 力を呼 びか け、最 終 的 に
ARZu STuDIO HOPEのためのラグコレ
クションを完成させました。

「私たちはいつかは社会に何かを還元
していくべきです。まさにARZuはその精
神にぴったりとあてはまったのです。」と
Tigerman氏は言います。

この 番 号 が つ い た 限 定 版 は F r a n k 
Gehry、Michael Graves、Zaha Hadid、
Robert A.M. Stern、そしてTigermanや
McCurry全氏のオリジナル版も含んでい
ます。これらのコレクションは A R Z u 
STuDIO HOPE（312.321.8663）を通して
販売予約ができます。
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Stanley Tigerman氏とMargaret McCurry氏
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ABRAHAMIC TRIBAL PATTERNING I

ABRAHAMIC TRIBAL PATTERNING II

ABRAHAMIC TRIBAL PATTERNING I and II by STANLEY TIGERMAN
ABRAHAMIC TRIBAL PATTERNING I size: 10'x14'
ABRAHAMIC TRIBAL PATTERNING II size: 5'x7'
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MG1

MG2

MG1 and MG2 by Michael Graves
MG1 size: 8'x6'
MG2 size: 8'x6'

SIMEON I

SIMEON II

SIMEON I & II by MARGARET McCURRY
SIMEON I size: 10'x14'
SIMEON II size: 5'x7'
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VOLUTE by ROBERT A.M. STERN
Available sizes: 5'x7'6", 8'x10', 9'x12'
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Shown in pink and black Shown in black and white

ZH by ZAHA HADID
size: 3'x14'
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  機織りもの
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　上： Stanley Tigerman氏のデザインは織
られる前にまず図式化されます。

　下： ARZuラグは100％羊ウールで染色さ
れたウールは外で干され、ボール状に
なって縫工の家に運ばれます。
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　 ARZuはアフガニスタンの女工が
読み書きのクラスを受けること、
そして15才未満のすべての子供た
ちが学校に行って学ぶことなど教
育の向上を社会的な約束にして
います。

　左上： アフガニスタンの未来をつ
くる子供たちは幼稚園へ通
って教育を受けています。

　左下： A R Z u に 属 す 女 工 たち は
Margaret McCurry氏の指示
のもとで働いています。

　右： Tigerman氏のシカゴにある
スタジオ
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A
を刺激しつづけるという意味では重要な役割を果たし
ているのです。私たちは外部からのさまざまなアイディ
アに触れながら、自分たちのアイディアと統合し、必要
な部分だけを戦略の中に展開しています。 

あなたの在職中で最も誇りに思っているイノベーションは何で
すか？

私はCEOであることで知られるより、自分が関係したア
イディアで名を知られるほうがうれしいです。「デザイ
ンは問題解決である」という意識が社内に根づいてい
ることが誇りといえるでしょうか。デザインは視覚的な
エンジンであり、私たちの競合企業にもデザイン性に優
れた製品を生み出している企業もあります。しかし、私
たちはデザインをもう少し深く捉えています。世界的な
デザインコンサルティング集団、IDEOとの関係もあり、
私たちはデザインという方法を用いて複雑な問題を解
決し、人間の可能性を開くことを追求しているのです。
根底にあるものは人々を幸せにしたいという意識です。
この意識が会社のプロペラとなって会社を動かし、市場
をリードしつづけた要因になっていると思います。私は
在籍18年間のうちCEOとしてここまでくるのに10年もの

歳月を費やしましたので感慨深いものがあります。企
業を変換させることは本当に難しいことですから。しか
し、もう私にはミーティングにでて細かい指示をしなく
ても会社を動かし、可能性を実現に導いてくれる社員
たちがいます。 

その中にあって、私には思考と実行の間のバランスを追
求プロセスである、Critical Thinking Process、検証的
思考プロセスと呼ばれるものを生み出しました。ビジネ
スや社会に変革をもたらすイノベーションを達成する手
法として「デザイン思考」というものがあります。あなた
が問題について考えることとその解決方法を実行する
までのプロセスを明確にすることで企業や他の多くの
ものを変革させることができるというものです。私たち
はこの考え方を社内に根づかせたことがものごとを進
める際に多いに役立っていることも誇りといえるでしょ
うか。 

&
 

Q&A with

Jim Hackett

Q 今の時代にあって多くの企業は100年もの間存続することは難
しいとも言われています。終焉を迎える企業が多いなかで、
Steelcaseはどうして100年もの間存続しつづけることができた
のでしょうか？

そこには企業が困難な状況を乗り越えて生き残ること
以上の意味があります。100年もの、多くの企業が消え
ていく中で、繁栄し、市場の中で優位であり続ける企業
が少ないのは何故かという問いかけに対しては、“企業
には終わりがくる、しかしアイディアに終わりがない”と
いうことなのです。アイディアがよりよい社会をつくって
いるのです。 

100年前、私たちは不燃性のごみ箱で最初の特許を取
得しました。アイディアはきわめてシンプルです。その当
時、オフィスのすべてのものは木や紙でつくられていま
した。ワーカーの数も多く、多くの人がたばこを吸って
いてそのままごみ箱に捨てるという習慣があり火事にな
りやすかったのです。ごみだけを考えたら簡単に安い製
品をつくればよかったのです。しかし、私たちはそこに
人間の行動を観察し、人間的洞察を製品に組み込んだ
のです。洞察を明らかにすれば未来は多くのイノベーシ
ョンに溢れているでしょう。

100年間、Steelcaseは人々の働き方を研究し、人間的
洞察をビジネスに組み込んで事業を展開してきました。
その洞察を生かしながら、人々の可能性を切り開くスペ
ースを創造することで世界中の企業の皆様のパフォー
マンスを向上させるお手伝いをしてきました。私はこの
ことがSteelcaseを今日のような偉大な企業にした要因
であり、これが未来の成功への土台でもあると信じて
います。

Steelcaseのような企業サイズでどのように市場において優位を
保つことができたのですか？

好奇心を持ち続けることです。私はあなたと多分同じく
らい好奇心の強い人間で、社員の多くもそうです。好奇
心の強い人間がいればいるほど社内から多くのアイディ
アが生まれるのです。弊社には未来について考える特
別なグループがあり、私はそのチームの一員でもあるの
です。すでに多くのブレイクスルーを達成しています
が、最近では外部のその道のエキスパートを招き、さま
ざまなトピックでプログラムを実施しています。それは
私たち自身の思考を刺激する目的からです。また弊社と
Stanford大学のd.schoolやMITメディアラボ、シカゴの
ILT Institute of Designなどとの深い交流なども好奇心

“�企業には終わりがくる、しかし
アイディアに終わりがない。”

360マガジン 編集部はミシガン州グランドラピ
ッツ市にあるグローバル本社ビルの彼のオフィ
スにてインタビューを実施しました。

Steelcaseは今年、創業100周年を迎えます。社長兼CEOであるJim Hackett氏は会社の歴史の3分の1

にも及ぶ31年もの間、会社に在籍し、その間Steelcaseは従来のメーカーから製品に人間的洞察を組み

込むことで業界をリードするイノベーターへと成長してきました。Hackett氏は会社の中枢をなす「人

の働き方」に関する専門的知識と人間的な洞察を深めながら人々の可能性を開く「場」を創造していく

こと、それがSteelcaseの未来における成功の鍵であると固く信じているひとりです。
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そのプロセスではタイムスケジュールというものは重要になって
きますか？

多くの人は言います。大企業はなにをやるにも時間がか
かると。これは適切な表現ではないかもしれませんが、
規模が小さい新規企業では物事が速く進みます。そし
ていつのまにかそれがうまくいかない状況におちいる
のです。検証的思考プロセスでは、考える時間は無駄で
はない、むしろ素晴らしいアイディアが降りてくる場でも
あると私は信じています。

私はSteelcaseで1000名もの人に対してこの思考プロセ
スについて教えたことがあります。そしていつもこう問
いかけます。なぜ行動することが考えることより重要と
されているのか？答えや行動は目にみえるが思考は目に
見えない。ではどうやったら思考を視覚化できるのか？
このことはプロジェクトルームがあるべき姿を語ってい
ないか？ということです。情報やアイディアを表示するパ
ネルとか壁。プロトタイプ化も同様です。プロトタイプ
はあなたの思考を具現化します。最終の製品ではなく、
プロジェクトルームで話した貴重な思考を視覚化してい
るのです。ですからデザイン思考や検証的思考をしてい
る時がまさに私にとっては誇れる時間でもあるので
す。 

創業者たちが今のSteelcaseをみたらどう感じると思いますか？ 

多分、彼らはその事業の拡大と深さに驚く事でしょう。
あの頃、中国やインドでビジネスをするとは誰が想像し
たでしょう。そして私たちの製品の中に秘められたテク
ノロジーにも仰天することでしょう。あの当時存在した
ものは機械か家具だったのですから。しかもこの2つは
融合しませんでした。テクノロジーが製品において重要
な部分になることも考えもしなかったでしょう。しか
し、統合したり、正しいことを実行したり、社員を大切

にしたりという姿勢は多分喜んでいることでしょう。創
業当初、世の中で労使闘争が多い中で、創業者たちは
協調性のある、公平な組織をもつ新しいかたちの会社
をつくろうとしました。創業者はもちろん、社員が会社
の一部としての帰属意識をもち、会社の価値に投資す
るような雰囲気を創出したかったことはまちがいないで
しょう。

20年後のSteelcaseはどうなっていると思いますか？

それは「今」の連続がもたらすものです。私たちはもっと
「今」を 大事 にすべきです。見てください。す で に
media:scapeなどの製品は未来を踏まえた先進的なプ
ロダクトだからです。そして近い将来という考え方も重
要かもしれません。そこには埋めなければならない穴
やギャップを明確にして直そうとするからです。もし近
い将来を飛ばして未来だけを語るとしたら、人々からそ
れは現実的でなく、夢物語だと一笑されてしまいます。

CEOとしての役目はこの3つの時間軸を常に考えている
ことです。そして自分の時間をこの3つにわけてスケジュ
ール化することです。Steelcaseの未来はこれまでの100
年と同様に成長を続けることはまちがいありません。
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1933

テクノロジーは仕事の仕方を大きく変えました。しかし
どうやってそれを活用するかを再定義する必要がある
かもしれません。そこには膨大な可能性が広がっていま
す。そして仕事そのものが新たに見直され、時代にあっ
たものとして変化しつづけるでしょう。いまや人々はあ
らゆるところで仕事ができるようになりました。ここは
実は会社の指令室です。私たちは仕事場での人間の行
動パターンを把握することを強みとしており、その知識
をあらゆる業種のさまざまな場所に適応しています。そ
の知識をもとに私たちのプロダクトやアプリケーショ
ン、そしてサービスが生まれています。過去に私たちは
自分たちの領域でないといって大きなビジネスチャンス
を逃したことがあります。これからの未来においては私
たちは顧客の皆様が望むことまですべて対応できる体
制を整えていきたいと思っております。

では最後に、いつか、将来、Steelcaseはどうなっていると思い
ますか？

そうですね、Steelcaseは多分、今とは異なる製品やソリ
ューションを提供しているかもしれません。今よりもっ
と世界とのつながりが強くなっているでしょう。引き続
き仕事の文化やプロセスはまだまだ変化していくでしょ
う。その変化とともに私たちは強みである人の働き方に
関する研究と専門的知識をもって、イノベーションを生
み出し、市場をリードしつづけることはまちがいありま
せん。いつか、将来、今とちがう企業になっているかも
しれません。もちろん、根幹にある、仕事場において
人々の可能性を開くという大きな使命はそのまま変わら
ないということですが。それをコアとして次の100年に向
け、邁進していくつもりです。

Ceoとしての役目は「今」、「近い将来」、そして「未来」、この3つの
時間軸を常に念頭におき、物事を考えることです。
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John Hockenberry氏からのメッセージ

仕事をする場所にはある種の魔法のようなものがあります。自分の手と
心で感じるモノたちは時間を超越して過去の仕事を思い出させます。毎
日、しなければならないことをこなし、至急を要するタスクはすぐに過去
のものとして処理され、一息ついて心を空にし、夢に思いをはせる。それ
を達成するためには時間と洞察が必要なのかもしれません。

今日の経済のパワーは先人の物語であり、これからの未来は夢に溢れた
起業家たちの物語です。仕事場はこのパワフルな魔法にずっとかけられ
ていました。仕事と遊び、仕事場と家が混在している時代にあって、その
魔法はさらに広がっているように思えます。

私が生きてきた20世紀の仕事のツールは急速に変革を迎えています。ジ
ャーナリズムもデジタルになり、私の仕事ツールであるカメラやマイクロフ
ォン、そしてレコーダーもまとめてひとつの小さなデバイスに取って代わ
り、私の仕事はポケットにすべて納まるようになったのです。

今でもさまざまなことをはっきり覚えています。初めて機械を売っている
ショップや時計をつくっていた祖父のガレージに足を踏み入れた時の刺
激的な感覚、鼻についたその油やペイントの臭いは今でも忘れません。

母の縫製ルームにはいったときの感覚も同じです。その部屋にはたくさ
んの服のパターンが積まれ、最終形の服のイラストやらスケッチやら、ま
さにそこに描かれていたものは母の夢の原型でした。

だまって父の工具キットを開けたときの感覚も思い出します。そのフタは
父が手で触って、さまざまなものを直したり、組み立てたりするモノへの
入口でもあるようにも思えました。

このような思考がつぎつぎに心に浮かんだのはSteelcaseの100周年記念
にあたり、デザイナーやコラボレーターのグループと一緒に企画を立案し
ている時でした。私たちはさまざまな仕事のツールを通して過去を思い
出すことがあります。Steelcaseのアーカイブはこのようなモノで溢れてい
るはずです。100年前のオフィスは使用されていない工場内に小さな家具
を置く程度だったはずです。事務員は書類を動かし、作業長は書類に目
を通し、そして仕事を遂行するのを監督していたはずです。その当時クリ
エイティブワークのためのゴージャスなスペースは弁護士や建築家、政治
家や金融業の私的な書斎でしかなかったはずです。これらのスペースは
教会や図書館などの静かな黙想スペースの名残で、誰でもが使用できる
スペースではありませんでした。そのすべてが過去のモノとして姿を消し、
その中には未 来はありません。ゆえにSte e lc as eのCEOであるJim 
Hackett氏がこだわったように、私たちは次の100年を考え、その100年に
希望を抱き、期待をよせなければならないのです。Steelcaseは過去の歴
史を脱ぎ捨て、その代わりに今まで会社を100年もの間支えてきた精神、
つまり常に未来にむかって働き方を追求してきた人々のその精神を大事
に持ち続けることなのです。

“  今日の経済のパワーは先人の物語であり、

これからの未来は夢に溢れた起業家たちの

物語です。”

John Hockenberry、ジャーナリスト、作家
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私たちは未来を見つめることで創業100周年を祝います。

私たちは創業100周年を祝うにあたり、世界中の夢とアイディアを集め、人類
の未来に思いを重ねていくことにしました。1年にもおよぶ、世界にまたがる
記念イベント、「100ドリームズ（夢）、100マインズ（心）、100イヤーズ（年）」は
私たちの次の100年の出発点です。

100 DreAms.
100 miNDs. 
100 YeArs.



100人の子供たちが発したことばから、今日活躍している思想家たちの英知に満ちた
メッセージまで、夢は今、始まったばかりです。彼らのことばや夢があなたの中に宿
り、何かを考え、始めるきっかけになれば幸いです。

私たちはまず思いました。次の質問に答えられる世界のリーダーやクリエイテ
ィブな人々を見つけることはそうは難しいことではないと。

“今から100年後はどうなっていますか？” 

“私たちはどのように働いているでしょうか？”

“どんなツールを使っているでしょうか？” 

“何をつくっているでしょうか？” 

“どんな問題につきあたり、それをどうやって解決しているでしょうか？” 

私たちの課題はほとんどの人がまだ生まれていないだろうという前提でこれ
からの100年という期間を未来につなげる人々を探すことでした。私たちは
今回企業メッセージをつくる代わりにこう自分たちに問いかけました。未来
の地球人に100年を想像してもらうことができないだろうか。もしそれができ
れば彼らの夢を種子として、今日のリーダーや思想家たちを刺激し、それらの
夢をひろげて未来を見ることはできないだろうか。未熟で恐れを知らない
人々の夢を経験と知恵に満ちたパワフルな英知へと導く夢の集合体を創造
できないだろうかと。

彼らの境遇や教育はどうであれ、前途に道が広がる人々の夢というものにオ
ープンになることが今回のSteelcase100周年記念の全体テーマであり、私た
ちの質問の骨格にもなりました。「どんな場所で仕事をすることを夢見ます
か？そしてどんなツールを使っているか想像してみてください。今から100年
後にどんなことをしてしたいですか？」

私たちのアイディアは世界中から集まった10才の子供たちにいくつかのシン
プルな質問をすることから始まり、彼らのことばを映像にし、彼らが登場する
未来の夢を実際に絵に描いてほしいと頼んだのです。

ジャックと豆の木の魔法の豆のように子供たちの夢は種子となり、さらに輪を広げ大きな
会話に発展し、ここに100の心、100マインズが誕生しました。

参加者はかなり楽観的であったことは驚きでもありました。さまざまな人が
考える優先事項、重要だと思われる変化、次の100年に拡大すると思われる
問題など、その間にはおもしろい緊張もありましたが、未来は基本的に多く
のことが改善され、向上していくであろうという見解に達しました。

100マインズが共通して強調していたことは子供たちが執拗にまで楽観的に
描く希望へのメッセージでした。きまぐれと警告がクロスオーバーし、未来に
向かって2つの世代が触れ合い、出会ったのです。両グループが未来のための
ワークショップで100年持続するためのミッションとしてなにが大事なのかに
ついて話しました。そこで建築家であるPatricia urquioka氏が私を現実の世
界に戻しました。「未来に見えるもの、それは私たちが無関心さと戦う姿です」。
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“   いつか世界中の人と仕事をするなんて
かっこいいと思う”
と語るのはドイツに住むJan。

“  未来はよくも悪くも私たち次第、
何が起きてもおかしくない”
このCassidyの深い言葉に私たちは改めてでき
ること、そしてしなければならないことを考えさ
せられます。 

“ 世界は学べる生きた本のようなもの。
この本が続くことを祈るの”
と上海に住むLiliは話します。

“  新しいものを作る前にまずは僕たちが
住んでいる世界について考えるべきだよ”
インドのムンバイに住むSiddeshは将来、耐津波の
インテリジェントビルを建てたいと語る。 
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“ 
 人間は今まだ認知されていないことを創造する力、

そして現状を超えていく力を持っていると

信じています。”

kAriN JirONet 
カリン ジロネット

In Transitionオーナー、

アムステルダム、オランダ

私は世界の1億の人が自己を変革し、
愛、親切、喜び、思いやり、感謝、許し、
そして冷静さというようなポジティブな
意識を常に持つことを夢みます。各人の
自己の変革とその意識が集積し、大き
な力となって、世界を平和にサステナブ
ルに、そして健康で喜びに満ちた社会に
するのです。.

“ 私は世界の人々の意識が集積され、変革が起き、

平和でサステナブル、そして健康で喜びに満ちた

世界になることを夢見ます。”

DeepAk chOprA 
 ディパック コプラ

Deepak Chopra LLC創業者、

カールスバド、米国

Issue 64   |   31Issue 64   |   31

私は未来をこう夢みます。もはや世
界を分けるものはなにもない社会
です。例えば「私たち」とか「彼ら」、
「クリエイティブ」とか「ノンクリエ
イティブ」というように分けることは
根拠のない社会通念でそこには前
進はありません。IDEOやStanford
大学での私の仕事は多くの人の創
造的な可能性を切り開くことです。
子供を見てください。大人も子供の
ように楽しみ、創造力にまかせるこ
とで、そこにはいつも魔法がおきる
ということです。

創造力で人は賢いチョイスをし、状
況を向上させるように常に行動する
ことができます。未来は私たちひと
りひとりに勇気をもつことを問いか
けているのです。もっと創造力にま
かせ、自己を開放する勇気を持ちま
しょう。未来に思いをはせるとき、
私はいつもこのことを考えます。“  創造力を信じること—

問題を解決するために新たなアプローチを考え、

それを実行にうつす勇気は人間に備わっている

自然の能力であり、私たちの貴重な財産の

ひとつといえるでしょう。”

DAviD keLLeY 
デービット ケリー

創業者＆CEO、IDEO

パロアルト、米国
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“  Googleでなんでも調べられるよう
になったことで私たちの知識の
保持の仕方も変わりました。
しかし、知識があなた自身の中に
ほんとうの意味で蓄えられることを
想像してみてください。”

JOhN mAeDA 
 ジョン マエダ

社長、Rhode Island School of Design

プロビデンス、米国

2112年にはクリエティビティ＝創造力
というものは仕事において最も価値
のある要素になるのではないかと思
います。あなたも含めて創造力は誰
もが信じていることに意をとなえる
ものだからです。2112年までには、私
たちのマインドは直接コンピューター
に接続されるでしょう。Googleでな
んでも調べられるようになったこと
で私たちの知識の保持の仕方も変わ
りました。しかし、知識があなた自身
の中にほんとうの意味で蓄えられる
のでしょうか。私たちは世界が相互
に連結した社会にあって、知りたい情
報はすべて知ることができるように
なります。答えは簡単にみつからない
かもしれません。そしてそれはもしか
したら私たち自身の中にあるのかも
しれません。

この新しい世界での付加価値とは何
でしょうか？私たちが人間であり、人
間でしかできないこととは何なので
しょうか？現実社会の強大な権威と
いわれるものに意をとなえるアイディ
アやコンセプトは人間のユニークな
能力です。アーティストやデザイナー
が直感的に具現化した思考や作品に
は高い需要があります。彼らは昔は
現実から逃避しているような風潮が
ありましたが今はその不信感を払拭
し、次になにがくるかを提示する立
場にまわっています。現代の社会の
ように新しいものを次々と追加して
いくのではなく、未来に向かって社会
を前進させるということが求められ
ています。創造力は普遍的で仕事や
これからの世界の新たな通貨になる
ことでしょう。kristiNe peArsON

クリスティン ピアソン

最高責任者、Lifetime Energy

ケープタウン、南アフリカ

私の夢はアフリカの女性たちをエネルギ
ー貧困から開放することです。そうする
ことで彼らは頭の上に水や薪をのせて埃
まみれの道を長い時間をかけて移動し
たり、肺に害を及ぼすストーブで料理し
たり、灯油で灯りをともすことで目を悪く
したりすることもなくなります。子供たち
がきれいな水だと思って灯油を飲んでし
まうことも、ロウソクが転倒して火事に
なる心配からも開放されるのです。彼女
たちが再生可能エネルギー資源を最前
線でつかう人になり、消費者というだけ
でなく、そのエネルギーの所有者にもな
ることを心から望んでいます。

“   アフリカで女性たちが未来に

向けて歩き始める姿がみえます。

彼女たちは紛争を回避するため

になくてはならない存在になるで

しょう。”

私はそこに住む人々が充実した生活を築く
ことができる可能性に満ちた強いまちづく
りをデトロイト市の未 来に期待していま
す。

市の住民や企業、そして市を訪れる人にと
って安全な街づくりは私どもの最大の優先
事項です。若者を専門学校に行かせる教育
システムも将来不可欠な課題です。市の行
政の見直しにより、新たな雇用を生み出
し、投資をしやすい環境も整備されていま

す。そこには人材のスキルアップも重要で
す。また近郊地域でのサービスの強化、新
たな住民を増やす施策などを推進し、デト
ロイトを内外の人に愛される魅力ある市に
することに全力で取り組んでいます。

“  デトロイトの未来は明るく、成長が期待できます。

有能な若者が多く、市民の質も高く、可能性に

満ちています。”

DAve BiNG 
デイブ ビーング

デトロイト市長

デトロイト、米国
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“  未来は心で思い、考えることが

そのまま実現するものである

と思う。先進的なテクノロジー

や革新的な素材によって私た

ちは抽象的なアイディアを製品

として具現化していくのです。”

JAmY YANG 
ジェミー ヤン

デザインディレクター、yang Design

上海、中国
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デザインの根本的な役割のひとつには人の変
化を促すということがあります。過去を振り返
っても、テクノロジー、政治、化学、文化、道徳
などあらゆる面で変化は加速度的に、世界規
模で起きていて、それはいまや、継続的なもの
になりつつあります。その中でますますデザイ
ンの必要性が増しています。

“  
100年の間にはデザインはすべての事柄の

中心的役割を担い、人間の体験の

あらゆる側面において必要不可欠な力に

なることでしょう。”

pAOLA 
ANtONeLLi
 パオラ アントネリ

シニアキューレーター、Architecture and Design, The MOMA

ニューヨーク、米国

“  教育は社会を変革し、進化させる重要な要素です。

教育なしで多くの夢を育むより良い世界をつくることは

不可能です。”

miGUeL cArmeLO 
ミカエル カメロ

社長、universidad Europea de Madrid

ビラビシオサ デ オドン、スペイン
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“  
私たちを定義するのに、性別、
人種、性的特質、イデオロギー、
信仰などはとるにたらない
ささいなものになるでしょう。”

pAtriciA 
UrQUiOLA 
パトリシア アルキオラ

建築家、Patricia urquiola Studio

ミラノ、イタリア

tim BrOwN 
ティム ブラウン

社長兼CEO、IDEO

パロアルト、米国

“  
100年後にはもしかしたら経済は機械に

よって動かされるのかもしれない。

もはや政治家や経済学者ではないだろう。”

“  …私はこの地球に存在する豊かで多様な文化を破壊せずに、

創造力とイノベーションを生み出し続ける社会を夢みます。 ”

peter 
mccAmLeY 
ピーター マッカンレー

エグゼクティブディレクター、Global Business Growth, Geyer

シドニー、オーストラリア
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私たちは世界を変えた偉人たちに触れ
るたびにただ敬服します。ダビンチ、ア
インシュタイン、ビートルズ。しかし、私
たちには彼らをひとくくりに分類し、凡
人とはまったくちがう人種のように扱う
傾向があります。

矛盾しているように思うかもしれません
が、テクノロジーはこの分割を縮めるの
ではなく、むしろ拡大してしまったよう
に感じます。しかし一方では、アーティス
トたちはソーシャルメディアでセレブレ
ティをもちあげ、うわべだけファンに近
い関係をつくり、真のコミュニケーショ
ンを形成するためではなく、マーケティ
ングツールとして啓蒙しているだけで
す。企業などのクラウドソーシングとい
われる新しい雇用形態は不特定多数の
人に業務を委託し、プロジェクトに参加
をさせるものではあるけれど、そこには
個 人の貢 献はほとんど感じられませ
ん。

私たちは早急に個人を分割してしまうこ
とをやめ、異なる経歴、年齢、スキル、
経験を持つ人たちがなにか特別なプロ
ジェクトを一緒に体験できるようなもの
を創造することです。それは各人がそれ
ぞれの経験と能力を提供しながら、他
の人との関わりを通して有益なものを得
ることなのです。芸術や音楽はこのよう
な創造力の場にはうってつけの実験台
です。MITメディアラボでは遠く離れた
地域の子供たちをよんで交響曲やロッ
クをつくったり、トロント市とコラボをし
て新しい交響曲をつくったりという試み
をしています。これは一般の人が音大の
学生やコンピュータプログラマー、有名
なミュージシャン、作曲家、デザイナーた
ちと一緒になってなにかを共有し、今ま
で一人では誰もなしえなかった価値のあ
るものを創造するということなのです。

“  その道のエキスパートと一般の
人々が創造的にコラボレーションを
することは未来に向けての
文化的な活力の源になります。”

tOD mAchOver 
 トッド マッカバー

作曲家、教授、MITメディアラボ

ケンブリッジ、米国
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100年の間に私たちは多分ポジティ
ブな方向性を示す素晴らしくクリエイ
ティブな場所をつくっていると思いま
す。豊富な資源にあふれ、使用しつづ
けるという方法を見つけるでしょう。
限りあるものから、生み出しつづける
豊富な資源社会への変換です。私た
ちの知の部分でも同様のことがいえ
ます。機知に富んだ人間となり、太陽
エネルギーを生かした生活をし、時
間や人間関係を大事にし、日々の貨
幣の流れを設備投資としてうまくあ
つかうようになるのです。そして私た
ちはリンゴをただ食べるだけでなく、
リンゴのなる木を育て、来るべき世代
を養うのです。

宇宙の惑星の神秘な豊かさを感じて
ください。ここに900年前の哲学者で
あり、詩人でもあったヒルデガルト　
フォン　ビンゲンの言葉があります。
「太陽や月、そして星を眺めなさい。
この地球や宇宙の神秘さや美しさを
見つめてみてください。さあ、あなた
は何を感じますか？」

“  
私たちはリンゴをただ食べるだけでなく、
リンゴのなる木を育て、来るべき世代を
養うのです。”

wiLLiAm mcDONOUGh 
ウィイリアム マクドノー

創業者＆パートナー、William McDonough＋Partners

シャーロットビル、米国



　

GUNter heNN 
ガンター ヘン

CEO、Henn Architekten

ミュンヘン、ドイツ

“  
教育の種子は人類の思考と多様な

社会の中に深く刻まれることを

信じるべきです。”

私は未来への鍵は教育であると
信じています。

教育の高さによって私たちは生活
をし、社会を動かしている背景を
どれだけ理解できるかが決まりま
す。

私たちが個人的に決定する事柄
が世界的な影響を与えることもあ
ります。

私たちは教育の種子は人類の思考
と多様な社会の中に深く刻まれる
ことを信じるべきです。

最重要課題はすべての子供への
教育で、彼らの頭脳と心を育てる
ことなのです。

それが私たち、教育者そしてグロ
ーバルに展開する企業の責任でも
あると思っています。

子供たちは教育を受けることで安
全な未来が約束され、人生におい
て正しい決定ができるようになり
ます。

教育は例えれば人類を咲かせる
花のようなものです。

私たち個人個人がこの状況が現
実になるように貢献できるし、貢
献すべきことなのです。
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viviAN 
LOFtNess 
ビビアン ロフトネス

大学教授、Carnegie Mellon university

ピッツバーグ、米国

“  未来のオフィスは私たち個人や家族、コミュニティを

再生するもので、皆が貴重な資源や持続可能な

自然へと共通にアクセスできるものだと思います。”

きわどい部分に踏み込む。アーティストはいつも
そこに身をおいています。Light of Jerusalemとい
う作品で、私はある仕事を引き受け、最終的にど
ういうカタチになるか私自身にもわかりませんで
した。

巨大なクリスタルをアラスカからイスラエルまで
ほぼ地球の半分の距離を動かすというアイディア
は夢のようなことでした。そしてそれは実行され
たのです。このようなクレイジーなアイディアを抱
き、未来を明るくするのはすべて私たち次第なの
です。未来では世界がつくる光と色の中で人々が
人生を楽しみながら仕事をしていてほしい。きわ
どい部分にも踏み込み、夢とアイディアを現実に
しよう。そこから何か素晴らしいものが生まれ、
きっとあなたを成功に導くでしょう。

“  未来では世界がつくる光と色の中で
人々が人生を楽しみながら
仕事もしていてほしい。
きわどい部分にも踏み込み、
夢とアイディアを現実にしよう。”

DALe chihULY 
デイル チフリー

会長兼アーティスト、Chifuly Studio

シアトル、米国



“  私たち、経済先進国にあっては

ワーカーをいかに活用するかを

新たに見直さなければなりません。”

rOGer 
mArtiN 
ロジャー マーティン

学部長、Rotman School of Management

トロント、カナダ

   

“   
未来ではエネルギッシュで創造力

豊かな人々が集まるバーチャルな

スペースがあり、そこから世界を

変えていくでしょう。”

shirLeY ANN
JAcksON 
シャーリー アン ジャクソン

社長、Rensselaer Polytechnic Institute

トロイ、米国
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人間の気質は内向性と外向性というものに分かれています。ある科学者
はそれを「北と南の気質」と表現しています。もしあなたが自分の気質
に適した選択をするならば、自分の中にある多くのエネルギーを解放
し、最大限の能力を発揮できるというのです。

反対にあなたが自分の気質に反したことに時間を費やすと、自分の能力
は発揮されず、疲れさせるだけです。私はこのような状況にいる多くの人
を見てきました。本当は内向的なのに社交的な活動に追われている人、
外向的なのに一日中、PC作業をしている人などです。

心理学者であるBrian Little氏は述べています。私たちは時々、仕事のた
め、人に気に入られるために自分の気質にあわないことを強いられ、無
意識に人にあわせてしまうことがあります。しかし、それはたまにであっ
て、長い間、その状況に慣れてしまうとストレスを生み、メンタル面で支
障をきたし、やがては病気を引き起こすということです。

このことは特に内向的な人には重要なポイントです。内向的な人はキャ
リアを始める前に外向的な人のやり方にあわせてしまう傾向があるから
です。外交的な人のやり方にあわせてしまわなくてもよいのです。弁護
士になることやマーケティング部に属することは本質的に適していない
のですから。

“   想像してみてください。
もしあなたが自分の心に
従い、好きなように時間を
過ごすことをしてみたら、
どうなると思いますか。”

sUsAN cAiN 
スーザン ケイン

作家

ハドソンリバーバリー、米国



未来ではモノがもっと少なくてもす
むようになるでしょう。一息いれて
止まることも必要です。よく考えな
いでモノを集め、捨てていくのでは
なく、購入するときにじっくり考える
意識です。

すべてのモノは再生可能なように分
解するようにつくられるか、100日で
はなく100年続くモノをつくるかに
なるでしょう。

私はどこに住んで、どのくらい食べ
て、何人ぐらいの子供をもって、どの
くらいのモノを消費して、何を仕事
として、社会にどんな貢献をしてい
るのでしょう。

私たちは多分今より大きな何かの

一部になっているように思います。

私たちは自分たちの家族という枠
にとどまらず、地域社会、そしてこ
の地球上に住む一人の人間としての
社会的な責任を担うようになるでし
ょう。世界は相互につながり、密接
に結合されていくのですから。

LUke GeissBUhLer 
ルーク ゲスバラー

映画撮影技師、Geissbuhler Associates

ニューヨーク、米国
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“  
私たちはまだ文明社会では幼児の
ようなものです。100年先にはようやく
人類が成長し、大人になる姿を
見られるでしょう。”

ルーク ゲスバラー

映画撮影技師、Geissbuhler Associates

ニューヨーク、米国
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“  2012年、世界全体が憤慨しています。皆が今、意味のある

参加者になりたがっているのです。何故あと100年も

待たなければならないのですか？”

chris BANGLe 
クリス バングル

マネジングディレクター、Chris Bangle Associates

クラベサナ、イタリア

空飛ぶ車や念力でバルセロナにラン
チに行ってみたいという夢と比べる
と、次の100年の夢はもっとシンプル
です。それは人々にもっと自由に夢を
みてほしいことです。そうすればそこ
にはいつも前進へのドアがあります。

次の100年、私たちの挑戦は世界中
で 今日を生きることで 精一杯 の 何
十億の人々がもっと自由になることで
す。もし彼らの魂を少しでも解放でき
るなら、私たちはこの挑戦に立ち向
う人たちを自由にすることができる
のです。

“  
想像上の未来予測はやめましょう。それよりもっと

人々に夢を見る自由を与えようではありませんか。

そうすれば未来は明るくなります。”

DANieL piNk 
ダニエル ピンク

作家

ワシントンD.C．米国



shAre YOUr DreAm

あなたの夢を聞かせてください。私たちは人類の未来に思い

をはせます。100年もの間、Steelcaseは人間的な洞察を事業

に取り組み、ひたすらその道を歩んできました。そして100周

年を記念して、次の100年がどうなるかのさまざまな夢を集め

てみました。まずは世界中の100人の子供たちの夢。そして世

界の著名な方々からの100もの思いが100マインズとして集ま

りました。

さあ、今度はあなたの番です。世界にまたがるこの記念行事

に、ぜひあなたの夢やアイディアをお寄せください。そして世

界中の人と共有しましょう。

100.steelcase.com
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richArD 
sAUL 
wUrmAN 
リチャード ソール ワーマン

創業者、The WWW Conference

ニューポート、米国

“  夢はただ単に何かをさらによくしたものということでは

ありません。それは新たにつくられるもの、

取り去られたもの、反対のもの、無効になったものの

可能性への鍵をあけ、道を開くのです。そして、

夢はアイディアを生みだすスペースの可能性をも開くのです。”
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100年もの間、Steelcaseは仕事場での人々の能力を最大限に
引き出し、可能性を切り開く「場」の創造を通して、企業の皆さ
まの成果を上げるお手伝いをさせていただいてきました。

その実現にあたり、私たちと一緒に携わってくださったすべて
の皆様に今までの温かいご支援とご指導に心より感謝を申し
上げます。



Future Focused
先進的企業にとっての新たな未来フォーカスレンズとは

複雑で競争を強いられる今日のビジネス環境の中で世
界中のビジネスリーダーはある共通の課題を持っていま
す。それは未来を予測しながら、今、あらゆる決断を実行
しなければならないということです。

Steelcaseでは43人の研究者や戦略アナリストからなる
WorkSpace Futuresグループがまさに未来を予測しな
がら、Steelcaseの頭脳として戦略や先進的なコンセプ
トの創造だけに時間を費やしています。具体的には市場
を常にリードする企業や専門機関と共同でテーマを設
定し、新たな可能性を具現化していくというものです。
それはかなり正確なアプローチ方法で、将来変革される
であろうものとそうでないものを明確化し、今後10年以
上は継続していくであろうという未来の中に組み込まれ
たポケットと呼ばれるものを研究していくものです。 

360ウェッブマガジンでは彼らのチームに仕事、スペース、

情報におけるさまざまなパターンについての研究結果と
見解、特に先進的な企業が未来にそなえて考慮しなけ
ればならないパターンや行動の数々に関して質問を投げ
かけ、ここにまとめあげました。それによると働き方を
形成するテーマは大きくわけて下記の4つに定義されて
います。

創造的なコラボレーション

日常化する動画

企業文化の重要性

経済的側面からのウェルビーング
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洞察：創造的なコラボレーション

創造的なコラボレーションは非常に競争の激しい環境では不可欠であるともいわれ
ています。最終的に企業を成功へと導くイノベーションを推進する方法として企業はこ
の創造的なコラボレーションを重要視し始めています。創造的なコラボレーションを
実現するには科学者、エンジニア、建築家、デザイナー、教育者、エンタテーナーなど
の幅広いフィールドのその道の専門家が必要になります。つまり、新たなアイディアや
技術、クリエイティブなコンテンツを創造することを仕事としている人たちです。 

信頼に基づいた 
コラボレーションの構築

ィの構築、絶え間なく流れる刺激、そして信頼の3つの要
素です。「高度な分散型チームはコミュニティという強
固な意識に支えられています。これは個人的な交流を
通して親密な人間関係を築くこと、チームの目標を共有
すること、グループに適したスペースをデザインすること、
などによって可能になります。私たちは個人ワークに関
してははっきりした仕事の流れを考えますが、コラボレ
ーションは物事を一緒に構築していくという作業ですか
らグループとしてより創造的に考え、一緒に構築していく
ことがグループとしての仕事の流れになります。」と
Flynn氏は述べています。

そして、コラボレーションには信頼関係がいかに重要か
も主張しています。信頼関係なしでは真のチームワークも
アイディアやコンテンツの共同創造も不可能なのです。グ
ループが自分たちの多様性の中で信頼関係を築き、そし
て共通の目的と意図を意識した時に初めて、グループのコ
ラボレーションを最大限に高めることができるのです。

もし、会社の中に創造力を根づかせたいとしたら、まず
は人がコミュニケーションをし、集う機会をつくらなけ
ればなりません。研究リサーチのディレクターである
Terry West氏は言います。ミシガン大学による研究調査
によると、問題解決の際のグループでの成果は個人ひと
りでの成果を大きく上回っていることが明らかになって
います。その道のエキスパートがひとりでやった場合は
問題を最速でしかも適切な解決策を考えだすことがで
きます。グループになった場合は時間がかかり、プロセス
も決して単純ではありません。しかしそのような状況で
もひとりでの成果を上回っているというのです。それは
多くの人が関わることで、多様な思考方法、そして異な
る経験や見解が交ざり、問題に対して多面的なアプロー
チが可能になるからだといいます。

人が集まるとチームのコラボレーションは決して簡単で
はありません。そして人がモバイルで分散した場合、そ
れはさらに難しくなります。WorkSpace Futureグループ
の部長であるDonna Flynnの研究リサーチメンバーは3
大陸にまたがって分散しています。「分散型コラボレー
ションは今やビジネスでのトレンドのひとつになってい
ます。テクノロジーの進化やモバイル化、そしてグローバ
ル化という要素がすべてビジネスでの課題をより大きく
してしまいました。」とFlynn氏は述べています。

Flynn氏のチームはコラボレーションを主体に研究を重
ねており、コラボレーションを成功に導くには3つの原
動力が必要だということを強調しています。コミュニテ
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ひとりで、そして一緒に。
コラボレーションが叫ばれる中で、Steelcaseの研究者
たちは個人ワークとのバランスをとることの必要性も強
調しています。「チームやオープンスペースの構築などコ
ラボレーションの重要性に焦点をあてた研究はたくさん
あるのですが、それと同時にひとりでいる時間の重要性
や集中作業もほしいという心理的要求も人間にはある
のです。」とFynn氏は主張しています。

企業は社員が社交的な時間とひとりでいる時間のバラ
ンスをどうやってとればいいのでしょうか。まず、それは
住んでいる国や企業文化によっても大きく異なるという
ことです。アジアのようにスペースそのものが特別なも
のとされる地域では、オフィスには多くの人が配置され、
多くの人の中で働くことが日常になっているところもあ
るのです。「異なる文化の中では人々にはどのくらい集
中する時間が必要なのか、誰が時間を管理するのかと
いうような問題もでてきます。なぜコラボレーションに
移行するかということに関しては多くの理由があります
が、同時にそれが個人に課している負担もあることも考
慮しなければなりません。」とWorkSpace Futuresグル

ープの部長であるCatherine Gall氏は述べています。

る「場」を創造することです。もうひとつのキーポイント
はたとえ、そのスペースが共有スペースだとしても使用し
ている時間内は「自分たちのスペース」であるかのよう
に自由に家具を移動したり、カスタマイズできるように
することです。自分たちのスペースの近くにソーシャルな

「場」をつくることでカジュアルな交流を促進し、密な人
間関係を築くことにもつながります。ワークスペースから
ソーシャルな交流のスペースへの移行をシームレスにす
ることで、休憩も仕事のじゃまをせずにとることができ、
それはむしろ仕事を前に進ませる役割も果たすことにな
るのです。

最後にくるのは信頼です。「あなたの信用銀行にはどの
くらい信用がはいっていますか？もしあなたが金持ちで
口座に多くの信用があるとしたら、何でもできます。もし
残高があまりなければ、達成しなければならない課題
は多いでしょう。一度信用が築かれたら、たとえ離れて
いても多くのことを達成できます。あなたはいろいろ想
像したり、人間関係をいろいろな見方でねじまげてしま
うこともあるでしょう。そんな時はまた元に戻って信用
を再構築するのです。」

時に外向的で、時に内向的であることは人間の本質的
なニーズです。コラボレーションは生産性を上げ、イノベ

ーションを生み出すものではありますが、決して簡単な
仕事ではなく、ワーカーはひとりになって再充電する時
間や場所も必要なのです。この外向性と内向性という2
つのモード間の移行を支援することがいまや不可欠に
なってきていることはまちがいないでしょう。

研究員であり、インテリアデザイナーとしても働くJulie 
Barnhart-Hoffman氏は、明らかにユーザーにその目的
を伝えることができるスペースが2つのモード間の移行
を支援するのだと信じている一人です。「私たちは人々
が外向性と内向性の時間を管理できるようにスペースそ
のものに合図のようなキューを組み込みました。例をあ
げると、私が“ライブラリー”というゾーンに足を踏み入れ
たときに、スペース自体がここは静かで、集中作業をす
る場所であることを語るのです。そこでは気持が落ち着
き、集中できるのです。そしてコラボレーションゾーンに
はいるとその開放的でコラボレイティブなスペースがど
ういう場所であるかがわかるのです。チームが構築され
ているように感じ、一緒にイノベーションを起こし、スペ
ースそのものにそのエネルギーを感じるのです。私たち
はスペースは仕事をより豊かにし、より深い経験ができ
ることを可能にするものだと信じています。」とJulie 
Barnhart-Hoffman氏は述べています。

スペースをバランスよく配置することでコミュニティを構
築でき、グループとしてのフローも刺激します。そしてひ
とつの重要な課題はチームにとっての共通の「場」、例
えばすべての人が平等に参加できるようなスタンディン
グ高さのテーブルや人が隣同士に座りながら仕事ができ

時に外向的で、
時に内向的であることは
人間の本質的なニーズです。
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Flynn氏の分散型チームは共通のマインドを構築するた
めにいくつかのことを習慣化し、まずは対面でのミーテ
ィングを始めました。「プロジェクトを成功裡にするため
にはプロジェクトのどこかの時点で皆が集う機会を設け
ることが必要です。メンバーが分散している場合はビデ
オ会議や電話会議などのウェッブベースのツールを日常
化し、仕事を常に視覚化していくことが鍵になります。
重要な原則のひとつは仕事を共同でするというマインド
を皆がもつことです。これは本当に重要なことで私たち
はメンバー全員に彼らの生活やスケジュールに対して柔
軟でいてほしいと分散しているチームとしての負担をお
願いしたのです。」

オフィスで創造的なコラボレーションを支援するために
は、人間の相互作用、つまり人間同士がどのように相互
に影響しあうかということを深く理解すること、そしてど
うやってウェッブ上や実際の物理的なスペースの中でそ
れを育む環境を創造していくのかを知ることです。情報
の平等な共有化、目と目をあわせての対話やコンテンツ
の共同作業はすべて同じくらいに不可欠な要素です。そ
して人々が共同で仕事をするスペースを自由にチョイス
でき、コントロールできる権限を個人やチームに与えるこ
とも重要な要素になってきています。

コラボレーションを成功に導くには3つの原動力が必要です。
コミュニティの構築、絶え間なく流れる刺激、そして信頼の 
3つの要素です。
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洞察：日常化する動画

同時に数カ所に接続したいという願望が急速に高まっています。それ
はベストなチョイスと経験ができる複数の「場」の存在です。人々は今
後バーチャルにそして物理的にもさらにダイナミックで仕事に集中でき
る場を選ぶことができるようになるでしょう。

バーチャルと 
物理的な「場」の混在

あなたは一度に2つの場所にいたいと思ったことはあり
ますか？Steelcaseの研究員たちにいわせるとその状況
は実際には“混在する場”として毎日起きているというの
です。人や作成したコンテンツは実際の会議上で、そして
ビデオ会議やオンラインチャットを介してバーチャルに
見ることができます。テクノロジーは飛躍的に進化し、
私たちのバーチャルなフットプリントを拡大し、画像や
音声、コンテンツを通して、同時に複数の場所で存在で
きるという新しいマルチな方法を生みだしました。電子
メール、TwitterやFacebook、テキストメッセージ、通話、
低解像度のビデオチャット、高精細のビデオ会議、クラ
ウドなどのデジタルファイル共有などとその幅は日々広
がっているのです。
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新たに現れた行動
ワーカーは今、物理的そして急速に定着するバーチャルの間
をスウィッチを切り替えるように仕事をするというワークスタ
イルの大きな変化のうねりの中にいます。そのひとつが個人
やグループでのビデオ会議の定着です。毎日、どこでも、人
は動画で交流できるようになりました。研究によると、動画
のトラフィックは劇的に増えています。仕事では週ベースで
分散型チームが動画上でミーティングをし、個人レベルでは
毎日のように簡単に動画上で会話を楽しむようになっていま
す。その結果、私たちが生活する、仕事をする、何かを学ぼう
とする中でネットに繋がる場合、動画を活用するという今ま
でとまったく異なる新たな行動が現れました。この現象は当
然ながら市場でも受け入れられるようになり、遠隔にいる人
たちが出会う新たな方法として根づいていったのです。

このトレンドを誘導しているものは何でしょうか？Steelcase
のadvanced marketing＋applicationsグループのGMである
Lew Epstein氏はこう投げかけています。「動画はグローバ
ル化が引き金となり、低い回線容量、高解像度、幅広いテクノ
ロジーとその価格幅によって広く社会に普及しました。以前
は動画を見るには機器の必要性や高価格などさまざまな縛
りがありました。「今は動画は携帯にも対応し、シンプルなワ
ンボタン。しかも価格は安価、または無料で使用が可能です。
ポケットや財布の中に納まるような小さなデバイスで、そのこ
とがさらなる拡大につながったのです。そしていまや動画は
ユビキタスメディアとして「いつでも、どこでも、だれでも」
利用できるメディアとして定着しました。」

動画は仕事でも日常的になり、仕事を遂行する上で大きな役
割を果たすようになりました。「動画は他のメディアにない瞬
時の接続と豊富なコンテンツを提供します。イベントで、ビジ
ネスのプレゼンで、街で起こっていることなどで使用してみて
ください。記録し、世界中に発信できるのです。プロジェクトで
つくったプロトタイプのフィードバックまでもらえます。現場で
顧客にインタビューし、共有するなど、その活用方法は無限
大で、しかもかなりのインパクトがあります。」とEpstein氏は
強調しています。

動画は増え続けるモバイルワーカーにも役立っています。
Epstein氏はサンフランシスコのベイエリアで仕事をしなが
ら、彼が率いる10人ほどのチームは世界中に散らばっていま
す。「1日のうち、3−4回は動画で話します。分散型チームを
管理しているリーダーは世界中で数えきれないほどいます。
かれらは動画をコミュニケーションのメディアとして活用して
いるだけでなく、人間の行動からデザインされた機能的な
環境も必要としています。」

動画はビジネスの世界だけにとどまりません。それは教育の
世界でもデジタルツールや教育のあり方そのものも変えてい
ます。オンライン上での授業、テクノロジー一体型学習スペー
ス、講義スタイルからチームベースの学習方法など、大学やK
−12と呼ばれる幼稚園から高校までの13年の教育期間の間
で劇的な変化が起きているのです。これはまた、ヘルスケア
の業界でも同様で、いまや患者とプロバイダーが世界中の医
療のプロに動画で繋がっているのです。

動画はユビキタスメディアとして「いつでも、どこでも、 
だれでも」利用できるメディアとして定着しました。

テクノロジーは仕事を遂行する上で大きな影響を与えます。
しかし、電源やバッテリーの寿命が終われば停まって 
しまいます。テクノロジーをどうやって位置づけるかは仕事を
社会学として捉え、社会的な変化をユーザーの視点から 
考えるべきなのです。
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社会学としてのテクノロジー
仕事がよりグローバルになり、チームが分散化するにつ
れ、企業にとってのコラボレーションの需要性は増して
いきます。実際の場を共にしているメンバーは遠隔にい
るメンバーよりも有利な立場にいます。例えば電話会議
をしていて、相手と同じ場にいるメンバー同士のささい
な会話が聞き取れないということはあるでしょう。これ
はつまり“存在の格差”というもので参加が制限されてい
ることになるのです。一緒にいないことでメンバーの身
ぶり手ぶりも、ホワイトボードの内容も、メンバー同士の
ささいな会話や動作も見ることができないのです。それ
らの情報は参考になることも多く、内容をより深く理解
する際に役立つことが多いものなのです。この問題を解
決するには社会学としての観点から仕事や人間の本能
的な相互作用、そして物理的、バーチャル的に人々が交
わるニーズを理解し、迅速に対応していくことが急がれ
ます。

バーチャルと物理的な場が混在している中で、私たちは
テクノロジーとどのように関わっていくかを再考していく
必要もあります。「私たちはテクノロジーは情報や知識
を創造するために活用し、仕事を遂行する上で大きな影
響を与えています。しかし、テクノロジーは電源やバッテ
リーの寿命が終われば停まってしまいます。この点から
いうと、テクノロジー企業はまだ社会的な変化をユーザ

ーの視点から読み取っていないのです。まだデバイスや
ソフトの位置づけが曖昧だということです。テクノロジー
をどうやって位置づけるかを把握する方法は仕事をもっ
と社会学として捉え、ユーザーの視点から考えるという
ことが不可欠なのです。」とTerry West氏は指摘してい
ます。
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テクノロジーの進化により、人が作成した 
コンテンツは物理的に、そしてバーチャルに 
同時にさまざまな方法を介して存在しています。



「目的地」をデザインする
今日、ビデオ会議が急激に普及しきています。Steelcase
の研究員たちは、今後このメディアがコラボレーションと
コミュニケーション、そして人をつなぐ主要なメディアに
なると予想しています。人々がもっと日常的に動画を生
活に取りいれるようになると、今ある仕事環境は劇的に
様変わりします。しかし、動画の使用が増えても、ユー
ザーの体験を改善する解決方法は追いついていけない
状況にあります。その結果、今日の複雑で、固定された、
テクノロジー主体のビデオ会議システムはもっと直感的
で、ダイナミック、そしてユーザー主体のトータルなアプリ
ケーションへと変換されていかなればなりません、そし
てそこにビジネスチャンスがあるのです。

例えば、電話やビデオ通話を受ける時の人間の行動を
観察していると、ある行動パターンがあることがわかり
ます。例えばまずは話せる静かな場所に移動するという
ようなことです。ソーシャルメディアは人間を積極的に声
高にさせますが、時に人はひとりになり静かに話したり、
内密な話をしたりする時間が必要なのです。「私たちは
例えば閉じられた空間など人にじゃまをされないスペー
ス、そして人のじゃまにならないスペースを好むものです。
しかしながらその場所の選択肢は限られているのが現
状です。4人、6人、8人ぐらいを収容する会議室をひとり
で使用するのですから、それは不動産の有効な活用方
法とはいえません。その代わりに、近くに1人や2人で使
用するスペースがあると便利であると同時にワーカーの
生産性を上げ、しかもスペースを最大限に活用すること
にもつながるのです。」

動画のツールをただ単に提供するだけでは不十分です。
「私たちは人々が交わり、スペース的に広がりがあり、情

報を交換できるような交差点のようなものを考える必
要があります。どうやったらスペースデザインとビデオ会
議でのコミュニケーション、情報ツールをユーザーが使
いやすいカタチでひとつに融合できるのでしょうか。例
えば、1対1やグループでのビデオ会議での人々の交流の
仕方はかなりダイナミックです。大きなビデオ会議をぬ
けだして内輪の話をしたい場合はどうしたらよいでしょ
うか？人と交流するだけでなく、必要な情報にもアクセス
したい場合はどうしたらよいのか？

スペースは照明や音響で外部からの邪魔を減らしたり、
集中を高めることはできるのでしょうか？1人や2人が快
適に話せるようにスクリーンやカメラの位置を適切に設
定することはできるのでしょうか？プライベートでは
Skypeを使用して家族の皆が窮屈に体を寄せあい、カメ
ラにどう映ろうが向こう側にいる祖父母と会話ができる
ということがむしろ楽しいことですが、仕事ではそうい
うわけにもいきません。ほとんどのモバイルデバイス上

のカメラは上向きで人の鼻の部分だけが映っているとい
うわけにはいかないでしょう。」

現状は、ただ単に対ユーザーと対デバイスという問題で
すが、ここからさらにユーザーのテクノロジーを増やす

「目的地をデザインする」ことで、ユーザー体験そのもの
を進化させることになります。

これらのユーザー体験をデザインすることは物理的、バ
ーチャルの間の親密な関係の中にある仕事の行動の生
態学をみているようなものです。ニーズに応えるには利
用可能な選択肢を増やすことです。人が働きたいと思う
場、その働き方、誰と働くかのチョイスを与えることです。
なぜなら、ユーザーにチョイスとコントロールを与える
場所やスペースは必ず活用されることになるからです。

「ビジネスはますますグローバルに絡み合ってきていま
すが、だからといってどこにでも飛んでいくわけにはい
きません。もちろん、なにかを一緒に創り上げる場合に
は肩を寄せ合って働くことは大切なことですが、実際は

一緒に働くことは不可能で、時間にも限りがあります。こ
のような現状と日常生活での動画の定着化を視野にい
れ、私たちは現在、動画体験をさらによくするための新
たな方法を開発しています。」　

人々がもっと日常的に動画を生活に取りいれるようになると、
今ある仕事環境は劇的に様変わりします。 
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「場」と「プレゼンス」が行き交う交差点
物理的、バーチャルのバランスをとることは、主任研究
員であるFrank Graziano氏によれば、私たちが使用する
ビデオ会議などの複数のプレゼンスと物理的な場の”ほ
どよい緊張”を創ることだと言っています。それでは場と
プレゼンスが一緒に行き交う交差点とはどういうもので
しょうか？どのようにこのプロセスを広めていくのか？そ
れはどのように文章で、そして暗黙的に理解されるもの
なのか？プレゼンスと物理的な場、そしてそのプロセス
がどのようにうまく組み合わさるか、などを適切に把握
することが鍵となります。その緊張がベストな状態で保
たれた場はGraziano氏いわく、“重力ホットスポット”、つ
まり個人や企業がもっと容易に効果的にコミュニケーシ
ョンができることで仕事の成果を上げることができる

「場」になるというのです。「プロジェクトチームの占有
面積とこの混在するプレゼンスがどうやったらうまく維
持されていくのか？最強のプロジェクトスペースはチーム
がいてアイディアが生み出される物理的な場であったは
ずです。それがあなたの家の仕事場かモノや食材が氾
濫するキッチンかということなのです。これは大変重要
なポイントで、私たちが仕事をどのように考え、他の人と
どうやって共有するのかという問題でもあり、プレゼン
スの選択肢がさらに増えることでこの問題はより複雑に
なっていきます。」

デザイナーでもあり、ユーザー主体デザインの研究員で
もあるJulie Barnhart-Hoffman氏は言います。仕事場で
動画が日常的に使用されるようになると、“プレゼンス
のパレット”、つまり人々が物理的、バーチャル両方での
働き方をスイッチングできる多様なスペースを提供する
ことが求められます。そうすることで多くのビジネスはい
まや世界中にまたがり、動画の日常化でその距離を感じ
させずに私たちは生活や仕事ができるようになります。

分散型のチームはお互いに継続的に依存しあっていま
す。私たちの財務部門はメンバー通しが常に繋がるよう
に遠隔通信を支援するワームホールというソフトを使用
した高精細のビデオ接続を活用しています。これは通常
のプレゼンスよりハイレベルのものでグローバルチーム
の瞬時のコミュニケーションやコラボレーションを可能

にし、メンバー間の信頼も構築できます。

この混在するプレゼンスが物理的、バーチャルな2重空
間をつくっている状況にあるのです。それは書類でいう
と印刷物とデジタルデータのようなことが起きていて、
似ているのは物理的空間はデジタルなバックストーリー
をもつことができます。例えばユーザーガイド、素材のス
ペック、ユーザーからのコメントのようなものです。「物
理的そしてデジタルがしっかりとお互いに結びついてい
るのです。それぞれに補強しあい、状況が改善されるこ
とでプレゼンスというもの自体が創造的なコラボレーシ
ョンを推進するツールとして最大限に活用されることに
なるでしょう。今日のスペースは物理的そしてバーチャル
の両方がまだはっきりと分かれていて、ひとつに融合して
いるわけでもありません。物理的なものがバーチャルに、
バーチャルなものが物理的もので表現したいようにも
思えてならないのです。」とGraziano氏は語っています。 

仕事場で動画が日常的に使用されるようになると、 
“プレゼンスのパレット” 、つまり人々が物理的、 
バーチャル両方での働き方をスイッチングできる 
多様なスペースを提供することが求められます。
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スペースが社員の行動を形成し、
長い間にわたる社員の行動が
企業文化をカタチづくる。
洞察：かつてないほど重要になる企業文化

スペースは人の行動を形成し、その行動が長い間にわたって企業文化を
つくるといわれています。企業のコストの中で人材に次ぐ高いコストが不
動産です。しかし、そのコストは組織を妨げるような企業文化に比べたら
小さなものです。もしスペースが人の行動をかたちづくり、最終的には企
業文化をつくるとすれば、長い目でみれば、スペースそのものが戦略的な
ツールになることはまちがいありません。 

企業がオフィスを持たなければならない理由として2つ
のことが考えられます。まず、1）売り上げを生み出す仕
事を遂行する場を提供する、そして2）企業文化をサポー
トするということです。よくオフィスがどうやってその仕
事プロセスをサポートするのかに多くの時間を費やしま
すが、会社がどんな企業文化を築いていきたいかについ
ての論議はほとんどされません。

リサーチのディレクターであるTerry West氏は述べてい
ます。「人がいる場所に組織の知識が集まります。つま
り、社員がそれぞれに隔離された状態では知識を活力
のあるテコとして使うことはできないのです。個人の知
識より、集積された知識のほうが圧倒的に生み出すも
のが多いのです。もちろん、どこかのサーバーに収納さ
れた知識よりもということです。」

企業は社員にオフィスに来てこの集積された知識をも
っと増やし、活用し、それが組織の知として根づき、企
業の成果を上げることにつながることを期待しています。
皮肉なことにそのことを一番叫んでいるのがIT企業なの
です。IT企業は私たちにどこでも自由に仕事ができるソフ
トやツールを提供し、テクノロジーとスペースの相互作用
を最も理解している人たちです。ITソフトで有名なIntuit
社のような企業が「人」が生み出す創造力のパワーに重
きを置き、仕事を社会的なものとして捉え、人が交流す
ることでの価値に気がついているのです。彼らは同時に
スペースの重要性も理解し、個人を尊重し、人間が生み
出すパワーを引き出すスペースづくりに興味を示してい

ます。Google社に代表されるようにIT関連企業の多くが、
そのサイズはどうあれ、仕事をしにオフィスに来ること
を推奨し、人が交わることで生み出される知識の集積
がいかに創造力を掻き立て、問題を解決する最も力強
いエンジンになるかを信じ、実行しているのです。

「先進的な企業は目的に隠されている3つの鍵となる要
素、つまり、戦略、企業文化、ブランドをうまく組み合わ
せたスペースを創造することがいかに重要であるかを十
分に認識しています。」とCorporate Strategy and 
DevelopmentグループのPaul Siebert氏は述べています。

「私たちは数多くの未来フォーカス型企業と仕事をし、
これらの要素がお互いにどのように交わっているのかを
学んでいます。例えば、どうやってお互いに融合していく
のか、ユーザーレベルでのニーズも満たすどのようなス
ペースが最適であるかというようなことです。」

「最終的に人間の交流がいかに不可欠であるか、そして
人、スペース、情報のすべての要素がトータルで考えられ、
スペースがデザインされた時に始めて、真の意味で人の
交流を促進することができるのです。」とSiebert氏は
強調しています。
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聞き慣れないように思うかもしれませんが、実は人々は
家では同じようなことを行っているのです。ビジネスに
なるとその力が発揮されないのはどうしてなのでしょう
か？例えばキッチンを想像してみてください。キッチンと
いう場は料理をする人のニーズにあわせて必要なものが
すべて装備されています。キッチンツールや料理本は身
近なところに置き、プロセッサーや食材は頻繁に使用す
るものとして配置されています。キッチンは人と一緒に
料理をするのか、1人だけで料理をするのかでスペースの
あり方もちがってきます。仕事場での知識労働者におい
ても同じことがいえます。仕事をするのに快適で、必要
なツールは手元にあり、どんな作業を行うかでレイアウ
ト変更が容易にできるスペースも必要になってくるので
す。」

「企業文化は時間の経過とともにつくられていく行動で
す。そしてその行動は信頼からカタチづくられます。その
行動から何か役に立つものをどうやって獲得するかな
のです。もし人々の間に信頼がないとすると避けるよう
になります。」とGraziano氏は強調しています。

「チームがチーム自らプロジェクトでどうやって働いて、コ
ミュニケーションするかを決定することができるように
することでそこには信頼が築かれます。そしてあなたの
部下を信頼して、仕事をする場所や働き方をチョイスで
きるように導くことです。私の目の届くところに座ってさ
えすれば、あなたはどこでも好きなところで仕事をして
かまいませんなどとは決して言ってはいけません。社員
にとって仕事が何か、会社がどこへ向かっているのか、
企業文化がベストに機能するにはどうすればよいかなど
と推測させることも大事なことなのです。そうすれば彼
らは最上のスペースを自分自ら創るでしょう。」

ますますグローバル化するワークプレイスでは、信頼は
地域やその国の文化を理解することから構築されます。
人はとかく自分の価値観や考え方で判断しようとします。
しかし、あなたが自分の国の文化から離れて他の国で
住むことになった場合は自分の考え方を変え、喜んで新
しい働き方にあわせなければなりません。WorkSpace 
Futuresグループの部長であるCatherine Gall氏は企業
がコミュニケーションのパターンを理解し、文化の違い
を越えて創造的なプロセスを構築していくことは急務な
課題となっていると強調しています。

「私たちは11もの異なる国の文化を研究したことがあり、
そこではどのようなコラボレーションや情報交換が望ま
しいのかを調べたことがありました。組織のコミュニケ

ーションがトップダウン型かボトムアップ型か？複数の人
の意見を聞いた上で上司が決定を下すのか、それともア
イディアを出し、最終的な決定プロセスにも影響を与え
られる合意型なのか？」

これらのすべての要因が仕事をしているスペースに関係
し、人間の交流を促進させるスペースを創造する上にお
いて重要な要素になり、それが企業の成果を最大化す
る不可欠な材料となっていくのです。

実践するコミュニティを創造すること。それは企業のた
めに生きたエコシステムを一緒につくる小宇宙のような
もの。そしてそこには生きた文化を築くことができるの
です。「なぜワークプレイスをつくらなければならない
のか？企業は社員の仕事と社員が育てる企業文化をサ
ポートするためにスペースを提供しています。これ以上に
重要なことがあるでしょうか。もしワークプレイスがこ
の2つの課題を達成できないとしたら、スターバックス
で 仕 事 をす れ ば い い と いうことに なりま す。」と
Graziano氏は強調しています。 
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先進的な企業は目的に隠されている3つの鍵となる要素、 
つまり戦略、企業文化、ブランドをうまく組み合わせた 
スペースを創造することがいかに重要であるかを十分 
認識しています。

社員が育てる企業文化
「企業文化は企業の成功に不可欠ですが、それは企業の
トップが所有できるものではありません。」と語るのは
Research & Strategyの部長であるDave Lathrop氏。

「経営陣は企業文化を導くことはできるがそれは働く社
員全員で創るものなのです。どうすれば社員は共同で
能力を最大限にだしなから仕事ができるのか？どのくら
いのコラボレーションとアイディアの共有やイノベーショ
ンを実現したいのか？会社は経営陣主導の組織体制で
すか、それとも社員の合意に基づく体制ですか？企業文
化は環境が社員をきちんとサポートしているかどうかで
明らかになります。社員はどこでどうやって働くかの選
択肢を与えられていますか？コラボレーションについて
は話すが社員がグループとして効果的に働ける場所を
提供していますか？企業のトップは組織をよくするため
に社員が全力をつくせる場所を通してパワフルなメッセ

ージを発信できるのです。」

ここにウィンストン チャーチルの有名な言葉があります。
“私たちは建物をつくり、建物が私たちをカタチづくる”。
これは家にも公的機関にも民間企業にもいえることでし

ょう。企業の目標やビジョンはスペースを通して語られ
ます。「企業文化が場をつくる。もしあなたの企業文化
が場をつくったとしたら、どんなものになるでしょうか？
どんなツールや家具、スペースがオフィス環境の中に実
現されるのでしょうか？」とLathrop氏は問いかけます。

「まずは選択肢とコントロールの権限を社員に与えるこ
とです。企業は仕事をする場を与えます、しかしそれが
必ずしも「場をつくる」ということではありません。パタ

ーンランゲッジ を提 案した 建 築 家 、C h r i s t o p h e r 
Alexander氏の著書である“A Pattern Language”でユー
ザーのフィードバックは湧き水であると強調しています。
だからこそ、Steelcaseのリサーチ＆コンサルティングと
いうサービスが提供しているパワフルなワークショップ
が威力を発揮してくるわけです。Steelcaseのワークショ
ップにはさまざまな部門から部門間を越えた社員が集
まり、どういうワークプレイスであるべきかの意見やアイ
ディアをだし、討論し、まずはプロトタイプであるモデル
をつくります。

企業文化は企業の成功には不可欠ですが、
それは企業のトップが所有できるものでは
ありません。
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「ウェルビーングの問題はただ単にマッサージチェアを
装備したり、仮眠をできるようにしたりという単純な問
題ではありません。それも一部ではありますが、まずは
あなたの企業文化のあらゆる側面を考えることから始
まります。例えば、それは自分の仕事を理解すること。
目的を持ち、貢献しているという意識を持つことができ
るか、自分の能力を最大限に発揮できる適切なスペース
やツールが備わっているかという質問から始まるのです。

競争上の優位性としての 
ウェルビーング
洞察：経済的側面からのウェルビーング

社員の健康とウェルビーングが企業のビジネスの成功とリンクしていることが
明らかになっています。そして、身体面、精神面、心理面という多面的側面から
ウェルビーングをサポートし、それに対して投資するかいなかで企業の収益に
大きな影響をもたらすといわれています。
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総体的に考える
ウェルビーングのためにデザインされたワーク環境とは、
社員がどこでどうやって働くかの選択肢が与えられる
環境であることです。これには社員の1日の流れや仕事
を遂行する上でのさまざまなワークモードを把握するこ
とが要求されます。集中、コラボレーション、ソーシャラ
イジング、学習という4つのワークモードです。ウェルビー
ングが欠如した状態のまま、どうやってそれらを遂行で
きるでしょうか。ワーカーには身体面では“姿勢のパレッ
ト”が必要になります。つまり、1日の間に座る、立つ、歩く
という姿勢を頻繁に変えられる仕掛けづくりということ
です。精神面ではそれがひとりであってもグループであっ
ても集中でき、じゃまをされずに仕事をすることができ
るスペースづくりということです。

そして心理面では大きな企業に属しているという帰属意
識です。「私たちは集中作業をサポートするためにどの

ようなものを提供しなければならないのかを考える必
要があります。コラボレーションから個人での集中作業
へのシフトをうまく行うにはどうしたらよいか？社員の
身体面や精神面でのニーズを理解し、健康やウェルビー
ングを促 進するにはどうしたらよいか？」とD o nna 
Flynn氏は述べています。「私たちは床面積を増やすこ
となく、個人とソーシャルのモードのバランスを理解し、
緻密なプランのもとに“場のパレット”というものを与え
るべきです。社員にどこでどのように働くかを選択でき
る自由を与えることで、社員が生産的にストレスを感じ
ることなく、健康に仕事ができること。それは人間という
個人のためにもそして企業のためにも両方にとって利益
があることなのです。」

身体的、心理的なニーズを適切にサポートするスペース

を創造することで、社員の仕事や多様なワークスタイル
を支援すること。それが未来への鍵であり、それは今も
うすでに始まっているのです。

ウェルビーングのためのワークプレイスの
創造とは社員にどこでどうやって働くかの
選択肢とコントロールの権限を与えること
なのです。
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世界中で人々は仕事中におこるさまざまな問題に苦しん
でいます。かつての工業化時代にあった肉体労働からく
る身体的問題は、いまはテクノロジーの進化によっても
たらされた新たな健康問題へと変わってきています。

特に今の時代、人々はさらに過労を強いられ、十分なプ
ライベートな時間もありません。過度な精神的ストレス
は欠勤を増やし、仕事への士気も薄れ、退職を余儀なく
されることも少なくはありません。

「まさにこれが今アジアで起きていることなのです。有
能な社員を確保する方法のひとつはポジティブで明る
い就労生活を約束することなのです。そうしないと彼ら
はライバル企業へと流れていってしまいます。」とGall
氏は強調しています。

インドや中国、韓国などの経済新興国では資源がありな
がら、企業は知識労働に力をいれ、社員トレーニングと
企業のブランドと文化を理解することから始めています。
これにはもちろん時間もかかり、社員のウェルビーングの
ためにデザインされたワーク環境も必要となってきます。

ウェルビーングはビジネスです
仕事場でのウェルビーングに本格的にとりかかるには、
まずウェルビーングを多面的な側面から把握することで
す。例えば身体面と精神面での健康、まわりの人との関
係、目的意識、大切な人をケアする、世界とのつながり
を感じるかなどが考えられます。常に未来に向かって事
業を進めている企業は、ただ単に人間工学をオフィスに
取りいれるというのではなく、ウェルビーングをトータル
で考え、事業戦略の一部に組み込んでいるのです。社員
が身体面、精神面、心理面でサポートされると感じるこ
とで企業はさらに競争力をつけることができるようにな
ります。

そして、この問題を早急に対処しないことから発生する
コストのほうが比重が大きくなり、ほっておくと企業や
国としての弱点として浮かび上がる場合があります。仕
事場でのストレスはもはやグローバルが抱える悩みで、
多くの企業はそこからくる悪影響への対応に頭を抱えて
います。例えば、集中できない、欠勤が多い、心臓病の
リスクの増加、疾病にかかるコストの増加などという具
合です。

身体面、精神面、心理面というトータルの側面から 
社員のウェルビーングをサポートすることで企業は 
より競争力をつけることができます。
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職場での人間の行動を観察し、理解すること。それは私たち43名の研
究員やコンサルタントの主な仕事であり、皆の共通する信念でもあり
ます。

「グループの活動の焦点は人間主体の、未来にフォーカスしたデザイン研究です。革新を生
むプロセスを把握し、そのさまざまな可能性を探ることです。」とWorkSpace Futures and 
Corporate Strategyの副社長のSara Armbruster氏は述べています。「私たちは私たちが
行う研究をベースにまず仮説をたて、その後アカデミックな大学機関や企業などさまざま
な分野のスペシャリストとのコラボによって可能性のあるシナリオを形成していきます。私
たちの目標は人の行動や企業文化がもたらす影響を理解することなのです。なぜならば

「働く」といくことが極めてソーシャルで人間主体の活動であるからです。」

WorkSpace Futures and Corporate Strategyグループの副社長であるAmbruster氏が率
いるグループは意図的に様々な経歴や職業をもった人々で構成され、その多くがその分
野で数十年という経験をもっています。「私が思うに、Steelcaseの現在の成功は検証的
思考の深さと豊かさではないかと思っています。今日のビジネス環境では企業の多くは即
効性を求め、問題を深く掘り下げることに価値をおいていないのが現状です。もちろん、
即効性に対応するプロジェクトもあります。しかし、現在起きていることだけでない深い
質問も投げかけるようなワーク環境も重要であると私たちは考えるのです。」「私たちは
常に自分たちに問いかけます。どのように生活と仕事は今後変革されていくのだろうかと。
私たちの事業はもちろん、仕事環境に特化していますが、生活と仕事はさらに融合し、今
までとはちがうスケールでちがう方法でさらに一体化することになるでしょう。そうした場
合、人はどうやって、どこで働くようになるのか？人はオフィスに何を期待するのだろうか？
このように私たちは自らに問いかけ、可能性を探ることから始めるのです。そして最終的に
は非常に興味深い洞察を得て、それが新たな燃料となって、どうやってスペースが人間の
交流を促進し、人や企業の成果を上げることができるのかの理解へと私たちを導いていく
のです。」

私たちのチームメンバーは、米国、南アメリカ、ヨーロッパそしてアジアに拠点を置きなが
ら、社会科学の分野で用いられているリサーチテクニックを駆使し、ビデオを使用しての
人間の行動観察などを含むユーザー主体のリサーチも実施しながら、人や企業との幅広
いネットワークのもとで活動を展開しています。

明確にするのは回答ではなく、 
むしろ質問なのです。

Issue 64   |   71

Sara Armbruster、サラ アームブルスター、副社長、 

WorkSpace Futures and Corporate Strategy 

グループ：Steelcaseの研究とアプリケーション開発および 

戦略プランを統率

Lew Epstein、ルー エプスタイン、ジェネラルマネジャー、 

advanced marketing＋applicationグループ：4大陸に 

10名の開発スタッフを抱える。media:scapeの共同開発者

Donna Flynn、ドナ フリン：8年間Microsoftに在籍し、 

最近Steelcaseに入社。research & strategyチームに属し、

洞察主導デザイン戦略を担当。人類学博士。

Catherine Gall、キャサリン ゴル、パリ在住 

リサーチディレクター、20年間に渡りワークプレイスに関わる 

さまざまな問題を研究。2009 Office Codeの共同著者

Frank Graziano、フランク グラッティアーノ、18年間

Steelcaseの主要研究員として在籍。著書Making Space, 

How to Set the Stage for Creative Collaborationの 

監修。media:scapeの初期の研究員、サービスブランド、 

Workspringの建築担当

Julie Barnhart-Hoffman、ジュリーバーンハート ホフマン、

主任デザイナー、ワークプレイスデザインにおいての豊富な 

経験、LearnLabの共同開発者、未来のビジネスコンセプトの 

デザイン、プロトタイプ担当

Dave Lathrop、デイブ ラソラップ、ディレクター、 

research & strategyチーム、心理学、コミュニケーション、

組織の変化などの知識に卓越、仕事や組織の未来を研究する

Perspectiveグループの責任者

Paul Siebert、ポール シーベルト、ディレクター、 

research & strategyチーム，仕事の未来の展望の開発者、 

イノベーションとブランドデザインにおける人間主体デザインの

チームをリード。

Terry West、テリーウェスト、リサーチディレクター、 

オフィス環境業界での40年にも及ぶ豊富な経験、製品開発、 

企業戦略などを担当。

この特集に協力してくださった方々です。
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IT STARTED WITH A FIRE.

Our history of innovation and social responsibility 

began with VICTOR, a metal wastebasket, designed 

to reduce fires caused by ashes from cigars and 

cigarettes in wicker wastebaskets. It was a first: the 

first time steel was shaped to create an insightful and 

aesthetically pleasing solution to a human problem. 

AS WE CELEBRATE OUR 100TH YEAR, 

we are proud to introduce the VICTOR2 recycling 

center, another insightful and aesthetically 

pleasing solution to a human problem.

VICTOR2. Designed by:

Steelcase Design Studio in collaboration 

with HOK Product Design.

steelcase.com/victor2

1912 2012
火事からはじまったイノベーション
当時、木や紙が普通の時代にあってゴミ箱にタバコの吸い殻を捨て
るという習慣から火事が頻発していました。Steelcaseの歴史は耐火
性金属製ゴミ箱、VICTORというシンプルで革新的なイノベーション
から始まりました。人間の行動を観察し、問題を解決するための製
品開発の第1号です。

創業100周年を迎えました
創 業10 0周年を記 念してリサイクル センター（ゴミ箱 ）、
VICTOR2を開発。創業当初からの人間の洞察、問題解決を反
映した開発プロセスは、今も変わりません。

VICTOR2 : Steelcase Design Studio とHOK Product 
Designによってデザイン開発



NEOCON 2012 | 創業100周年ということでSteelcase Groupは未来を見据え、人類の展望と
可能性を切り開く知識やアイディア、そしてソリューションの数々を紹介しました。

あなたのプライバシーと
スペースを守ります。

ワーカーが自分のスペースをパーソナル化できるようにデザインされたサイドスクリーン、

Divisio（ディビジオ）。集中したい時、隣りとコラボレーションをしたい時、ボタンを押すだ

けで、簡単にあなたのニーズにあわせてスペースの境界線を調節できます。Divisioはどんなス

ペースにもフィットし、ワーカーにとっても、オフィスにとっても優しいプロダクトです。

スケジュールシステム

タスクライト

ベンチソリューション

コラボレーションセッティング

製品詳細は下記まで：

www.steelcase.jp

日本スチールケース株式会社　03-3448-9611



デスクソリューション

リクライナーチェア

サイドスクリーン

コラボレーションセッティング

チェア

タブレットスタンド、ファイブベース付き

リサイクルセンター

サーフェスマテリアル

クラスルームコレクション

コラボレーションテクノロジー

サーフェスマテリアル

ワークウォール

モバイルディスプレイ

コラボレーションチェア



アリゾナの砂漠地帯の靄がかかった夕暮れの光景をヒントに開発された「Sunshine Styling」という製品。デザート

セージ（砂漠のセージ）、オータムヘイズ（秋の霞）、ブロンドタン（褐色）と名付けられた新しいカラーバリエーショ

ンはその当時、オフィスにカラーを導入するには適した色合いでした。



Steelcaseの“100マインズ、100ドリームズ、100イヤーズ”
の創業記念プロジェクトで世界中から集まった声はひと
つの重要なポイントを指摘していました：サステナビリ
ティはプロセスの効率性ということではなく、人類を持
続させるために、社会面、経済面、環境面という多面的
側面からその人類の役割とこの地球という世界を見て
いく方法だということに気がつきました。

私たちは物事を決めていく際にどのようにするのかと
同時に、何故それをするのかということも慎重に問うべ
きです。グローバルに相互に連結する社会の中でサステ
ナビリティを可能にしていかなければならないのです。
企業や個人がとる選択や行動が私たちの経済や社会、
そして生活そのものを向上させていくものであるかどう
か、そして決定したことの結果が意図的であろうとなか
ろうとどのように影響を及ぼすのかもきちんと見極め
なければなりません。

価値を創造していく機会を逃さずに、サステナビリティを
もっと人類の問題として位置づけることが重要でしょう。

“次の100年は新たなストーリーの始まり。この世界でサステナブルに
生活するためのポジティブなビジョンをかたちづくることになるで
しょう。” 
Joel Makower、会長兼エグゼクティブエディター、GreenBiz Group

“生活の基本原則やあらゆる産業活動のための 
ガイドラインはこれからのグローバルな社会と 
産業の不可欠な要素として組込まれるべきです。” 
Erin Schrode、共同創設者、Turning Green

21世紀においてサステナブルな価値を創造することは人
類の進化とビジネスの経済的安定を同時に考えること
だともいわれています。企業がこのような価値を創造す
るには基本的な方法が2つあります。まずは人々に利益
となるような製品やソリューションを提供すること、そし
て社会的な責任をもちながら事業を経営していくことで
す。それには環境への負荷を軽減することはもちろん、
社員のウェルビーング、サプライヤーの教育や開発、そし
て地域コミュニティの活性化なども含まれています。

このようにあらゆる視点からサステナビリティを考える
ことは今まで以上に投資家が企業に期待しているもの
です。マルチな領域でサステナブルな価値を創造するこ
とは非常に課題や問題も多いことは確かです。一度にす
べてを実行することは難しいですが、サステナビリティ
に影響力のある企業は少なくともすべてを実行にうつす
必要はあるでしょう。

Steelcaseではこの創業100周年記念という機会を利用
して、未来について深く考えました。そしてこのグローバ
ルに連結していく社会の中にあってグローバルに事業を
統合し、トータルな価値を創造することとはどういうこ
とかに視点をあててみたのです。
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“新しいものを創る前にまずは 
僕たちが住んでいる世界に
ついて考えるべきだよ” 
インド、ムンバイに住む10才のSiddesh君

Creating  
Sustainable  
Value
21世紀に向けて持続する価値を創造する
Angela Nahikian 
ディレクター、Global Environment Sustainability 
Steelcase社
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グローバルなインパクトと 
その透明性：
ポジティブな変化にむけて
業界を越えて恊働する 

グローバル化の矛盾はグローバル化が加速するのと同
時にローカル化の重要性が増すことだともよくいわれて
います。このことはSteelcaseも経験したことで、文化や
地域が異なれば、国の規制もサステナビリティの重要性
も異なってきます。しかしながら、その差がありながら
も、国を越え、人類として共通の目的や道があることも
確かなのです。サステナビリティに関しては同じ地球に
住む人類として同じものを追求していくべきで、それが
まさにポジティブな変化ということなのです。

サステナビリティの有益な変化を追求するあまり、例え
ば、競合とコラボするなど、まったく予想もしないパート
ナーシップを結ぶことになることもあります。例えば、
2009年に米国で導入されたBIFMAのLevel認定は家具
や商業環境が環境面、社会面に与える影響を第3者機
関が評価するもので、業界にとってはその複雑性を簡
素化し、共通の言語で提供することができるようになり
ました。

これは私たちや他の企業がサステナビリティを推進す
るために共同で実施しているひとつの例です。これによ
って業界全体に有益な変化をもたらしました。このよう
な業界や企業の枠を越えたパートナーシップは商業規
則を支援し、有毒な材料の排除や、効率的プロセスの
新たな提案、そしてそれを必要としている人やビジネ
ス、国への支援を提供することができるのです。この複
雑でしかもコラボレイティブな活動が波及効果を生
み、真に永続する変化をもたらすのです。

今がその時です。

どのように事業を行うか、何をつくるのか、そして何を会
社の歴史として伝えるのか。それは人々が必要としてい
るものを理解し、人々の体験をさらに向上させるものを
デザインすることなのでしょう。それには終わりがなく、
世界中にまたがる私たちのパートナーやチーム、そして
個人個人の社員の知識とアイディアを活用し、会社とし
て日々切磋琢磨し、成長を続けていくことなのです。

顧客の皆様、サプライヤーの方 と々共に、そして業界の枠
を越えて恊働することで私たちの事業は世界の複雑な
社会的、環境的変化にトータルで応えることができるよ
うになります。さらに、社会的な変化をもたらすイノベー
ターとして、会社をそしてコミュニティをさらに強固なも
のにし、成長を期待できる経済を築き、人間的アプロー
チで事業を展開させていくことができるようになります。

私たちは今回、世界的に名だたる思想家や世界中の子
供たちと持続可能な未来について思いをはせました。
ぜ ひ、Ste elcaseの創業記念ウェッブサイト、10 0．
steelcase.comにリンクし、情報をシェアしてください。
またSteelcaseでは2012年を通してサステナビリティフ
ォーラムを開催し、今秋には最新版サステナビリティレ
ポートを発刊する予定です。

マテリアルケミストリーと
バイオミミクリー：
自然から学び、自然を活用する

バイオミミクリーとは耳慣れない言葉ですが、人間の問
題を解決するために自然をモデルとして研究し、自然の
中のデザインやシステムを真似たり、そこからインスピ
レーションを得る新しい科学のことです。

業界の枠を越えてやらなければならない課題がたくさ
んある中で、有害物質を把握し、化学物質がどのように
お互いに作用しあうか、どうやって軽減していくかを理
解しはじめたことは大きな進歩といえるでしょう。環境
を保護し、人間の健康を守る従来の材料に加え、まっ
たく新しい材料も開発途上にあります。

今日の材料の選定は例えばウールのような完全に自然
なもの、再生する素材から、優しい合成素材までさまざ
まです。特に注目すべき開発は自然な力を活用したもの
です。例えば、マイセランというキノコの根と結合した農
業の副産物からつくったパッケージ素材。このプロセス
で消費されるエネルギーは低く、完全に再生可能エネ
ルギーと堆肥です。また数千年にも渡って完成された自
然界に見られる防御壁のようなものを真似ることでバク
テリアから予防する新たな仕上げ材も多くの可能性を
秘めています。

マテリアルサイエンスとは過去に費やした環境的、社会
的なコストなしで高度なパフォーマンスを実現できる可
能性を持っているのです。

クローズド ループ：
生態学的原理から学ぶ

クローズドループシステムとは輪（ループ）を閉じること
ですべてが途切れることなく循環する、つまりすべての
材料が再生し、再利用されるシステムのことをさしま
す。ここにサステナブルで持続可能な究極なデザインの
姿があります。

素材のイノベーションによって、多くの新しい再生可能な
技術革新が望まれ、それが製品のデザインに反映され
ていくこと。そして製品の開発ステージにおいても製品
の全ライフサイクルを考えること。これはまさにこのルー
プを閉じるという問題の核心に触れることなのです。

これからのデザインスタンダードである“ゆりかごからゆ
りかごまで”という発想は役割を終えたものが廃棄され
るのではなく、再生し、利用されるという徹底したリサ
イクル、リユースの思想で、それを叶えるためには、製品
は次の時代をも考慮した責任ある、革新的な方法で開
発されなければならないのです。その目標は製品を使
い続け、廃棄されずに最終的には新たな製造にのって
再生させることなのです。それによって、私たちはさらに
イノベーションを生み、新たな顧客ニーズに応えること
ができるようになるのです。

Steelcaseは「サステナビリティの未来」を考えたと
きに、多くのエリアにおいて明るい展望への兆しを
見ています。

不動産を再考する：
人類のパフォーマンスを向上させる

商業ビルは改装を余儀なくされています。推計によると
商業ビルの電力はグローバルで使用されている全電力
の40％を占めています。そして仕事のパターンが変化し
ていくにつれ、多くの商業ビルがその非効率性に頭を
抱えています。Steelcaseは企業の皆様の不動産投資を
最大限に活用できることをお手伝いする中で、消費エネ
ルギーの削減やイノベーションなど改善の道は計り知
れないものがあると感じています。

同時にワーカーが身体的に、精神的に、心理的にサポー
トされることが今まで以上に重要になってきており、こ
のことが今後「オフィス」という場が何を提供しなけれ
ばならないかの期待値を上げている要因にもなってい
ます。

不動産を削減し、狭いフットプリントの中で人間のワー
ク体験を完全にサポートすることが世界規模で要求さ
れ、そこには大きなビジネスチャンスが存在していま
す。Steelcaseは人類の可能性を切り開く「場」の創造と
企業の不動産のさらなる有効活用を支援することで、
継続的に影響力を与えられるものと信じています。

人間の生態：
人間の本質を知る 
科学は人間はある特定の環境に置かれたときに、他の
生物より積極的に前向きに対応する動物であることを
証明しています。このことは人間の生態と進化とも深い
関係があります。

人間は例えば、柱や壁などある種自分たちを囲み、保
護するようもの、そして自然光に溢れたスペースを本能
的に求めていることが研究でも明らかになっています。
デザイナーは色やテクスチャーは人間が本来持って生ま
れた感性だということを本能的にわかっています。これ
らのすべての要素は人間が遠い昔、身を守るために洞
窟や洞穴に住み、キャンプファイヤーを囲んで親密さを
深めていった時代にさかのぼるのです。そしてこのこと
はオフィススペースのデザインとも密接に関係してお
り、人間同士の親密さを創造していく重要性もここに由
来しています。

オフィススペースは人のためにデザインされるもので、
仕事のためだけではありません。人間らしさ、心や感
性、本能的な行動も考慮されるべき要素なのです。テク
ノロジーにより仕事と生活がますます混在する中でそ
のバランスをとるためにもこのことはますます重要にな
るでしょう。

ムーアの法則というものがあります。これはマイクロプ
ロセッサーのスピードが18ヶ月ごとに2倍になるというよ
うなコンピュータ技術の進歩の速さを述べた法則です。
今日の私たちの課題は人間の生活と経験がまさにムー
アの法則に匹敵するようなスピードで向上していること
なのです。
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人のウェルビーングはコストと深く関係しています。
企業の健康は社員のウェルビーングに大きく左右されます。

Details（ディーテールズ）の製品は人のウェルビーングを身体面、精神面、心理面の 
3側面から支援するように開発デザインされています。

2012年にむけての
サステナビリティ 
活動の目標

現在までに達成している数字：
54％
水消費量削減

53％
VOC放出量削減

37％
温室効果ガス放出量削減

23％廃棄物の削減＋再生材の使用

私たちの創業100周年の2012年までの目標は 
すでに達成しつつあります。

Steelcaseは2006年に創業100周年を迎える2012年ま
でに環境フットプリントをグローバルレベルで25％削減
するということを目標としました。

“2012年の目標として達成したネガティブインパクト
を軽減するということは未来においても何が可能で
あるかを明らかにしました。” 

“軽減することはもちろん、重要ですが限りもありま
す。しかし、持続可能な価値を創造していくことに
は限りがありません。”

Angela Nahikian、ディレクター、Global Environmental 
Sustainability、Steelcase社
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コラボレーションの中に個人ワークを 
バランスよく配置する
James Ludwig, Alan Smith共著

Steelcase社

農業経済から創造的経済へと私たちの社会が進歩する中で、テクノロジーはいつも中心的役割を果たし
てきました。ここ5年ぐらいでテクノロジーはそのオフィスのあり方に影響を及ぼしはじめ、人がいつ、ど
こで働くかの概念に地殻変動を起こし始めました。コラボレーションはいまや企業のイノベーションを達
成するためには不可欠なワークモードになりました。しかし、そこには落とし穴があります。アイディアを
素早く、より良いものに創り変えるには個人ワークが重要だということが見過ごされているのです。

かつて、私たちの多くの1日はこのように始まっていたはずです。「仕
事にいってくるよ」と言って家を出てオフィスに出社する。もちろんオ
フィスは仕事を遂行できる唯一の場であり、すべてのワーカーはオフ
ィスにいることを強いられ、オフィスにいない時間は仕事をしていな
いという状況だったはずです。しかし、どうでしょう。テクノロジーが
この状況を一変させたのです。2008年にはノートパソコンの売り上
げはデスクトップを上回り、無線LANが急激に普及し、スマートフォ
ンやタブレットなどのモバイルデバイスが仕事場に浸透しはじめた
のです。
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世界がグローバルに統合されることによって仕事はより複雑になっ
てきています。「グローバルに統合された事業体」、これはIBM社に
よって造られた造語で、プロジェクトによって集められた異なるワー
クグループからなる多様性をもった、分散化された組織のことです。
ワーカーは国の文化やタイムゾーンを超え、世界中の人とスカイプ
で、ビデオ会議で、世界に分散したチームメンバーとバーチャルに繋
がり、仕事をするのに奮闘しています。時差があるアジア、ヨーロッ
パ、アメリカの3大陸にそれぞれにいるチームメンバーがリアルタイ
ムにテレプレゼンス（高精細ビデオ会議）をすることにはまだ難し
い問題があります。今後は就労日が24時間、週7日とまでいかなくて
も15時間、週6日ということにもなっていくでしょう。

テクノロジーがますます進化し、世界はよりフラットに、よりスピー
ディを要求され、企業の競争はさらに激化し、企業はイノベーション
を生み続けるという期待にプレッシャーを感じることになります。し
かし、それはもはや選択の余地もなく、生き残るためには不可欠な
ものになります。そしてどの企業でもコラボレーションが主要なワー
クスタイルになるでしょう。SteelcaseではCornet Globalと共同で実
施した調査によると、企業の3分の2は60％−80％ぐらいの割合でコ
ラボレーションが行われていることが明らかになっています。さらに
興味深いのは個人ワークが素早い答えを導きだすのに対して、コラ
ボレーションはさまざまな人間の見解がクロスするために、より深
い、豊かなアイディアを導きだすということです。1人であろうとグル
ープであろうとイノベーションを生み出す鍵は“創造力”ということに
は変わりはありません。最近のIBM社のグローバルリーダーシップ調
査によると、「創造力」は統合力やグローバル思考力を抜いてリーダ
ーシップにとってもっとも価値のある要素であるという分析結果が
発表されています。（参考リンク：ht tp: //w w w-935. ibm.com/
services/us/ceo/ceostudy2010/index.html）．

創造力や発明がグループや個人のどちらで生まれるのかという問題
は討論の焦点になるでしょう。作家であるSusan Cain氏はそのベス
トセラー著書、“Quiet: The Power of Introverts in a World That 
Can’t Stop Talking”の中で論じています。人はプライバシーと外部か
らの邪魔のない自由な空間を享受するとき、さらに創造的になるの
だと。Cain氏はビジネス世界において、内向性の必要性を創造力と
イノベーションは唯一、人が交流する中で養われ、外向的なチーム
から生まれてくるという考え方に真っ向から意義を唱えています。外
向的な人はむしろ沈思熟考する時間が必要だとも述べています。私
たちの研究でもこの点を裏づけています。私たちは皆、自分の内に
向かい、読み、考え、そして熟考する時間が必要なのです。

テクノロジーと人々の行動が変化するにつれ、知識労働者はその要
求の高さと期待の大きさにストレスを感じ始めています。いつか、さ
まざまなタイプの個人ワークがミーティングや会議などの合間に連
続で起きるようになるでしょう。今日、私たちは1日を通して、ミーテ
ィング、プロジェクト、個人ワークを遂行するために場の間を動きな
がら仕事をしています。集中したり、コラボレーションしたり、人と
交流する様々なタイプのセッティングをオープン環境や閉じられた
スペースの中に配置することが必要になります。これが私たちが導
きだした“場のパレット”と呼ばれるものです。

集中したり、コラボレーションしたり、人と交流
したりする様々なタイプのセッティングをオープ
ン環境や閉じられたスペースの中に配置するこ
とが必要になります。これが“場のパレット”と呼
ばれるものです。
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テクノロジーが人の行動を変える

テクノロジーによってモバイル化が可能になり、私たちの行動パター
ンも期待も大きく変わりました。いきなり、どこでも、いつでも自由
に働くことができるようになったのです。テクノロジーデバイスを会
議にも、カフェや図書館など自分の好きな“第3の場所”に持っていき
仕事ができるようになったのです。そしてオフィスでの自席を空ける
時間も増え、どこで働くかの選択肢が広がったのです。

今日、先進国のほとんどの知識労働者はモバイルワーカーです。仕
事をするのに自席はもはや無用になりつつあります。2013年には世
界の就労者の35％はモバイルになるであろうと予測されています。
しかしモバイル度もさまざまです。ある人は自席がありながら、オフ
ィス中を動きまわる。ある人はノマド型で遊牧民のように仕事の内
容によって仕事の場所を選んで動いています。

テクノロジーの進化はモバイル度を加速させ、モバイル化によってさ
らにテクノロジーを発達させるというまさにイタチごっこが今起きて
いるのです。しかし、仕事をもって場所から場所へ移動するようにな
ったにもかかわらず、スペースだけが新しい働き方をサポートしない
ままに取り残されているのが現状です。また多くの人があまりにも
急激に増えた情報量に心理的ストレスも感じています。その例とし
ては、2007年までの情報量は過去5年間の倍にも達成し、メール、
ブログ、ツイートなどによってそれはさらに加速し、まさに情報過多
が大きな悩みにもなっているのです。

コラボレーションは企業の成功には 
不可欠ですが、個人ワークなしでは 
それは達成できません。
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‘I（個人）’ と ‘We（グループ）’ のバランスをとる

コラボレーションへの移行は多くのオフィスでの構造的な特徴を劇
的に変化させました。SteelcaseとCoreNetの共同研究によると半分
以上の企業が個人スペースをレイアウトし直してチームへのスペース
へと再生しているということです。何故ならイノベーションは’we（グ
ループ）’ワークの集積から生まれるものでコラボレーションをサポ
ートするだけでなく、それを増加させていくようにデザインすること
が不可欠だといわれているからです。チームには人と人、人とスペー
ス、人と情報をうまく繋ぐスペースが必要で、そこでは個人ワークを
グループワークに落とし込み、評価し、決定し、新たなソリューショ
ンを創造することができるからです。結果はどうでしょう。多くの企
業はコラボレーションスペースの創造に投資をし、人とテクノロジー
を結び、対面しての人との交流を創出し、情報が皆に平等にわたる
ような仕組みをつくり、人がスペース中を動きまわり、自由に参加で
きるようにしたのです。

この効果は絶大です。しかし、チームの仕事をサポートするコラボレ
ーションスペースにあまりにも夢中になるがゆえに、個人ワークの重
要性は語られず、忘れられてしまいました。ベストはその両方を考慮
することで、要はすべてが「バランス」ということなのです。それは決
して個人からグループへのシフトではなく、その両方を確保すること
なのです。

私たちの研究によると、集中したり、コラボレーションしたり、人と
交流する様々なタイプのセッティングをオープン環境や閉じられた

スペースの中に配置することが必要になるということです。これが
“場のパレット”と呼ばれるものです。オフィスの全スペースをスペース
の生態系でいうところのエコシステム（循環しエネルギーを生み出
す仕掛け）として位置づける。つまり、個人がオフィスのどこでも作
業ができる選択肢と権限を個人に与えることが重要だというわけで
す。

また、人はなにかをするためにオフィスに出社し、変化に富んださま
ざまなことをフィルタリングしています。例えば仕事に必要なツール
のため、他の人と仕事をするため、他人との触れ合いを必要として
いるため、感覚的な刺激をえるため、そして気分ということも要因と
してあります。個人での仕事を完成するためにまわりに人がいる環
境を欲する場合もあるし、じゃまがない静かな場所で集中して仕事
をしたい場合もあります。

人は問題に集中する場所で頭と心を明晰にし、インスピレーション
を感じながら問題の解決にあたることも必要です。私たちの研究で
は今日の高度なコラボレーション環境において個人の重要性を考慮
したスペースをデザインするには5つのポイントがあることを定義し
ました。

私たちはモバイルワーカーの1日を追いかけ、どこで、 
どうやって仕事をし、誰と交流し、どのように集中作業
をしているのかを行動観察し、研究しました。
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私たちの研究リサーチ

Steelcaseではコラボレーションのプロセスをいかに強化

し、増大させるかについて、長年に渡る研究を重ねてい

ます。その研究の副産物として、私たちは人々の行動を

観察し、いかに人々がワーク環境の中でさまざまな問題

に面して、能力を最大限に発揮できずにいる状態を目の

当たりにしました。そしてこのタイミングがまさに私たち

がこの変化の時にあって個人ワークとはどういうことな

のかをじっくり研究するきっかけにもなったのです。例え

ば、1人でそして一緒に仕事をするというワークモードの

中でワーカーが最大に能力を発揮できるようなスペース

をデザインするということです。私たちがモバイルワーカ

ーの1日を追いかけ、どこで、どうやって仕事をし、誰と

交流し、どのように集中作業をしているのかを研究し始

めました。最初に発見した事柄のひとつとして、ワーカー

は意外と仕事内容を俯瞰的に認識しておらず、仕事内容

と現実の間には差があるということが分かりました。そ

こで私たちは1日の動きを視覚化し、円グラフにしたので

す。ミーティング、個人ワーク、プロジェクト関連、メール

作業などです。しかしながら、知識労働者の多くの仕事

はそんなに簡単なものではありません。結局、時間をも

っと細分化し、表示することにしたのです。ミーティング

に座っていても、内容が自分とは関係がなければひっそ

りメールをすることもあります。携帯もとり、話すことも

あります。グループはミーティングが終わってもそのまま

部屋にいて、次のグループが来るまで個々の仕事をする

こともあります。私たちの1日の仕事の境界線はかなり曖

昧になってきていることは事実でしょう。



2．ニーズを予測すること
すべてのスペースでは社員が即座に、効率よく、生産的
に仕事を遂行でき、必要な仕事ツールはすべて装備さ
れているべきです。

遊牧民のように動きながら仕事をしているノマディック
ワーカーにはスペースに着くやいなや仕事が始められる
ような環境が必須です。例えば、充電のための電源、プ
ライバシーのレベルをコントロールできる多様なスペー
ス、個人の集中ワークと他のメンバーとのコラボレーシ
ョンを瞬時に変更できる柔軟性のあるスペースなどで
す。人は一般的に自分が作業しているところから約18m
以内にグループスペースを設置するのが望ましいとされ
ています。近いことが使用率を増加させ、遠ければその

使用率は劇的に減少します。またワークプレイスには会
議室以外の少ない人数で集まれるハドルルームや静か
なすきまのような空間、電話会議やビデオ会議などで
使用するために音響が調節できる洞窟のようなアンク
レイブやブース空間のようなものを設けてもいいでしょ
う。アムステルダムに新たにできたVodofone社の本社
は社員にオープン、クローズド、中間的な、というさまざ
まなスペースを自由に使用できるようにしています。業
務内容によってどうしても固定席が必要とされる数人の
社員は除いて、社長も含め、すべての社員には自席はあ
りません。

私たちのワークカフェでは自由に食事も、ミーティング
も、仕事もできる開放された空間に隣接して、さまざま
なタイプの狭いワークスペースが配置され、特に電話で

の会話や集中作業には頻繁に使用されています。

これらのスペースは静かなコーナーの袋小路のようなエ
リアに設けられていて、他の場所へのアクセスがないと
ころで、人通りもなく、外部からの邪魔がないところに
あえて配置されました。このスペースにはさまざまな仕
事内容に対応したテクノロジーが完備されています。例
えば、無線LAN、多数の電源コンセント、ビデオ会議機
器、いくつかのmedia:scapeユニットなど小規模なグル
ープディスカッションもサポートしています。使用後調査
によると、このワークカフェユーザーの半分の人はこの
必要なツールの豊富さでこの場をチョイスすると答えて
います。

Ó� �WorkCafe, Steelcase本社ビル、グランドラピッツ市、米国

1．スマートなホスト役であること
企業は人がオフィススペースに足を踏み入れた時から、
人を迎え入れるスマートなホスト役にならなければなり
ません。

人がその企業や組織に繋がっているような、そして会社
の中で起きていることが瞬時にわかるようなデザイン
づ くり を 心 が け まし ょう 。私 た ち の 会 社 に あ る
WorkCafe、ワークカフェではコーヒーバーとコンシェル
ジェがまず、入口に面し、仕事のニーズに最適なスペー
スやツールを案内してくれます。設置されたメディアウォ
ールでは世界中の支社や地域の活動を一同に把握する
ことができ、社員は会社の最新情報を一目で学ぶこと
ができます。

5つのポイント：
1．スマートなホスト役であること
2．ニーズを予測すること
3．即座に対応できること
4．「人」、「スペース」、「モノ」を視覚的にデザインすること
5．エネルギーのアップダウンをコントロールできること



4．「人」、「スペース」、「モノ」を視覚的にデザイ
ンすること

スペースは視覚的にデザインされるべきです。つまり、ワ
ーカーが最適に仕事をサポートする空間を一目で直感
的にわかることができるようなスペースです（騒々しい
コラボレーションvs静かな瞑想など）。そして必要ツー
ルを完備し、素早く空いている場所を見つけることがで
きることです。

“場のパレット”はワーカーが遂行する作業によって、ど
こで、どうやって仕事をするかのチョイスを与えるもの
です。また、スペースの入口に設置されたスペース予約
システムというテクノロジーデバイスによってスペースの
使用状況も把握でき、スペースも事前にそしてその場で
の予約も可能にしてくれます。

このRoom Wizardと呼ばれるデバイスはウェッブベース
上のスペース予約システムで、スペースの入口壁などに
設置され、グリーン点灯で空き状況が表示します。イン
タラクティブタッチパネルにはスペースの使用や会議の
詳細情報が表示され、人の時間もスペースも効率よく、
有効活用できるツールとしてお薦めです。

Ó� Vodafone, Amsterdam, Netherlands

Issue 64   |   99

3．即座に対応できること
共有スペースは一つのタスクから次のタスクへ、一つの
スペースから次へのスペースへとスムーズにシフトでき
るように個人のニーズに素早く対応ができるようにデザ
インされるべきです。

カフェで仕事をしている人々を観察すると、ウッドの堅
いイスに人は座りながら、快適さを求めてイスの中でも
がきながら身体を動かしているのに気づきます。そこか
ら見いだされたコンセプトが“姿勢のパレット”です。スペ
ースの中に、1日のワーカーのさまざまな仕事の中で快
適に作業ができるようにさまざまな姿勢のチョイスを
提供するというものです。例えば、高さ調節付きデス
ク、可動式モニターアーム、キーボードサポートなどで
す。また照明器具もユーザー自らが的確な場所に照明を
あてられるような器具をチョイスすることも重要な点で
す。
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5．�エネルギーのアップダウンをコントロールでき
ること

ワークスペースはワーカーの望む外部とのプライバシー
をチョイスし、コントロールできるようにデザインするべ
きです。

社員は同僚や会社に繋がる感覚をもちたいものです。
そして集中し、考えて、充電する時間も。人はオフィスに
いる際に時に人の近くに席を陣取り、エネルギーを感
じ、人の話す声が聞こえるところで仕事をしたいと思っ
たり、時に外部をシャットダウンし、集中してデスク作
業に専念したいと思うときもあるのです。いわゆる本能
的に人はエネルギーを上げたり、下げたりしているので
す。すべてのワークスペースはこの感覚をコントロールで
きるように、人がベストな状態で仕事に専念できるよう
にデザインされるべきなのです。これは心理的、社会的
な見地からもワーカーのウェルビーングをサポートする
主要な要素でもあります。通常の体系からはずれ、人々
が再生し、リフレッシュできるようにスペースを構成する
ことは極めて重要な点です。また、ワーカーは照明や音
響、室温まで調節ができ、ソファーに身を横たえて座っ
たり、例え1人で働いている時でさえ、人との接触ができ
るように工夫することも同じように大切なのです。

移転後の調査によると、WorkCafeのユーザーの80％は
個人ワークをするためにこのスペースを使用していると
答えています。もちろん、開放的で人が行き交う忙しい
場でありながらあえて人は個人ワークをするためにその

場所をチョイスしているというのです。Vodafone社は食
事ができ、テラス席も用意された“Club 11”というスペー
スを設計しました。そのスペースでは5時以降はアップビ
ートな音楽が流れ、時間帯による他のニーズにも対応し
ている興味深いソリューションともいえます。そことは
対照的に他のゾーンに設置された“ライブラリー“という
スペースでは人の働き方にある程度の規律を与えてい
ます。携帯の使用も禁止されており、まさに人が静かに
エネルギーを抑えて、集中するには恰好の場なのです。

カリフォルニアのパロアルトにあるSkype社のオフィス
ではコラボレーションの意識を育てるためにワーカーは
ベンチ型のデスクに座り、アイディアを交換しやすい場
を創りだしています。ヘッドフォンをしていれば、「邪魔
しないで」という合図で、オフィス中に個人ワークがで
きる多様なタイプの小さなプライベートスペースを提供
しています。

Ó� �WorkCafe, Steelcaseグローバル本社ビル、 
グランドラピッツ市、米国
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オフライン：
話せません

オンライン：
話せます

外部からの刺激レベルが高い

外部からの刺激レベルが低い

退席中

取り込み中
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オンライン。。。オフライン。
ゾーニングを適切に行うことでモバイルワーカーは必要ツールと外部からの刺激レベルを判断して最適なスペースに
身をおくことで仕事を効率的にそして効果的に遂行することができます。またオンラインチャットのような状況表示
のようにユーザーの状況を表示できることも重要です。



結論： �それはバランスをとること
ビジネス戦略として位置づけたコラボレーションはまさ
にイノベーションを導く鍵となります。それは集中も熟
考も同様です。作家であるSusan Cain氏も述べていま
す。私たちは創造力と生産性はすべてグループ作業から
くると信じています。しかし、1人になり、集中してもの
を考える作業もその利益の一端を担っており、ワークス
ペースはその点をもっとサポートし、モバイルワーカー
はもちろん、内勤ワーカー双方がコラボレーション、個
人ワークの両方でバランスよく仕事ができるようにサポ
ートすべきなのです。それはエネルギーを上げたり、下げ
たりする場所で、必要なツールが完備され、1人でも一
緒でも働ける場の創造ということでもあります。

最高のワークプレイスとは必要なもの、必要なときをチ
ョイスできる権限をワーカーに与えることができるもの
です。

James Ludwig、副社長、グローバルデザイン
Allan Smith、副社長、マーケティング＆アプリケーション
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Ó スカイプ社のカリフォルニア、パロアルトのオフィス

Ó� Turnstoneスペース、グランドラピッツ市、米国

102   |   Issue 64



彼女は多くのオープンレイアウトのオフィスを彼女が執筆活動で常時使用
しているオープンカフェと比較しています。「私はあるカフェがとても気に
いっていて、ここを利用する多くの人がライターかクリエイティブ系で、皆が
自分の仕事に集中していてとても静かなのです。いつ来て、いつ帰ってもよ
し、座る場所のチョイスができ、必要に応じて話したければ話してもいい
という自由度があります。カフェの片隅に身を寄せてもよいし、中心にかま
えて人々と繋がることもできるのです。この自由度はもう必須です。」

「オープンオフィスではその自由度はかなり限られています。今、ちょっと
集中しているから静かにしてくださいとは言える雰囲気ではないでしょう。
オフィスはこのようにカフェが提供する自由な雰囲気を採用するべきだと

思います。」 

彼女がいう理想的なワーク環境とはなんでしょう？「それは相互の繋がり
や個人の自由度の間の微妙な境界線をバランスよく、行き来することです。
それが問題からの脱却です。」

クイズ
あなたは内向的ですか、外向的ですか（これを知ることは重要？）

あなたはこの内向性-外向性の問題に陥ったことがありますか？ここに上げるクイズは私の著書である「Quiet-The Power of Introverts in a 
World that Can’t stop Talking」から転載しています。

各質問に「はい」か「いいえ」でお答えください。

1．	� グループより1対1の会話を好む。

2．	� 自分のことを話すより書くことで表現することのほうが好きだ。

3．	� 孤独を楽しめる。

4．	� 同僚たちに比べ、私は富、名声、肩書きに重きをおかない。

5．	� 世間話は好きではなく、もっと深くて自分にとって重要なことを話すのが好きだ。

6．	� 人は私のことを聞き上手と言う。

7．	� 私は危険を冒すタイプではない。

8．	� じゃまをされずに物事を深く追求していく仕事が好きだ。

9．	� 誕生日は家族や友達数人とこじんまりと祝うのが好きだ。

10．	�人は私のことを物腰が柔らかく、穏やかな人物だと思っている。

11．	�仕事が完成するまではあまり詳細を人に見せるのが好きではない。

12．	�争いが好きではない。

13．	�自分で最大限に努力するタイプだ。

14．	�話す前にまずは考えるタイプだ。

15．	�楽しかったとしても外から帰ってくると疲れる。

16．	�よく電話にでないで留守録にすることがある。

17．	�もしどちらかを選択しろと言われれば、計画された週末より何もしない週末を好む。

18．	�マルチタスクを楽しむタイプではない。

19．	�すぐに集中できる。

20．	�教室のレイアウトはセミナー形式より、講義形式のほうを好む。

上記の回答で「はい」が多ければ多いほど内向的ということになり、「いいえ」が多い人は外向的で、「はい」と「いいえ」が同じくらいの場合は
その両方を備えた人ということになります。

　

A Quiet Place 
to Work
Susan Cain氏はNew York Times紙のベストセラー著書「Quiet-The Power 
of Introverts in a World that Can’t stop Talking」の中でこう述べていま
す。今日のビジネスの中でグループワークをあまりにも強調していること
が、総人口の3分の1、または半分近くを占める内向性の人間にとっては大
きな問題にもなりつつありますと。

「内向的な人はいわゆる低い刺激を好む人たちのことである。周りが静か
でノイズがなく、動的エネルギーがない状態ということです。それに対して
外向的な人は最高の自分を発揮するために多くの刺激を好みます。今日の
ワークプレイスはグループワークを最大限に促進するために、壁やパネル
を取払い、ますますオープンで開放的なスペースになってきています。

Cain氏は強調しています。「グループでのブレーンストーミングを越えて創
造性をもっとサポートするべきです。本当の意味で創造力のある人たちは
たくさんいます。しかし、彼らのアイディアは頭の中によぎるだけで、出力が
できない状態です。ある人たちにとっては、アイディアは人に見られている
状態から開放されることで生み出され、自分自身の中のデバイスを通して
さらに進化したものになるからです。」

これにはいくつの理由があります。私たちは社会性をもって生まれたこと
から、他の人がどう思うかに大きく影響されることころがあります。「他の
人に影響をうけているなんて感じたこともない。ただ人の意見をそのまま
いうだけという人もいます。それに自分だけが離れていることからのプレッ
シャーもあります。」

多くのオフィスがこれらの異なるワークスタイルをサポートしていないのが
現状です。「ある企業はそれでもよくて、オープンで開放的なスペースを導
入します。しかし、あなた自身がプライベートな空間を必要と考えるならそ
の空間を取り入れるべきです。皆、心理的に従わなければならない命令が
多すぎるのです。」

作家について
Susan Cain氏はNew York Times紙のベストセ
ラー著書「Quiet-The Power of Introverts in a 
World that Can’t stop Talking」の著者。内向性
と内気性と題されたコラムはNew York Times
紙、Dallas Morning News、Oprah誌、Time.
com、PsychologyToday.comなどの主要メディ
アに 掲 載 。最 近で は T E D 2 012 、G o o g l e 、
Microsoftなどの名だたる講演会のスピーカーや
CBSのThe Morningなどにも登場する。元ウォー
ルストリートの 弁 護 士 。M e r r i l l  L y n c h 、
Shearman & Sterling、University of Chicagoな
どの企業や教育機関で交渉術やコミュニケーシ
ョン術を指南する。プリンストン、ハーバード大
学卒業。現在、夫、2人の子供とハドソンリバー
に在住。
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相互に関係したゾーンが互いに 
関係しあってエネルギーの 

循環をつくりだし、ユーザーの 
ワークモードをサポートする 

多様なセッティングを提供する

1日中マルチなテクノロジーを 
活用するワーカーに座る、立つ、 

動くという姿勢を促進する

人間同士の相互交流を 
高めるようにデザインされた 

場所で自分の存在が物理的、 
バーチャルに混在していること

場のパレット 姿勢のパレット 存在のパレット

The Interconnected Workplace
相互に連結するワークプレイス

相互に連結する社会の中で競争に 
打ち勝つにはその複雑性をいかに把握し、 

テコとしていくかが課題です

人は人を必要としている人はテクノロジーを 
必要としている

人はテクノロジーと 
人を統合するスペースを 

必要としている

試みる

理解する

創造する

チョイスとコントロール
どうやって、どこで働くか

提供する
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Insights Applied

この骨組みは相互に連結する社会に適応するワークプレイスを創造し、評価す
る方法論を示すものです。個人、グループの両方の仕事をしなければならないと
いうことを表しており、個人のスペースは決められ、所有されるもの、チームスペ
ースは共有するものであるというパラダイムを打ち破るものです。相互に連結す
るワークプレイスは集中ワーク、コラボレーション、ソーシャルな交流、そして学
習といった活動をサポートするものであるべきという考え方です。

今日、人々の働き方をサポートするワークプレイスを考えるときにそれ
は明日のニーズをも予測しなければならず、Steelcaseはそれを“相互に
連結するワークプレイス”と定義しています。

時代遅れのワークプレイスが「人と人」、「人とスペース」、「人と情
報」がそれぞれに相互作用するように設計、デザインされて初めて、こ
れからの相互に連結する社会においての多くの課題を克服できる環境
になったといえます。

それはまさに身体面、精神面、心理面でのワーカーのウェルビーングを
支援するスペースで仕事に集中できるように1日の多様なワークモード
をサポートするためにさまざまなスペースを提供し、その選択肢をチョ
イスし、コントロールすることができます。

まさに人、チーム、そして組織のパフォーマンスを最大限に引き出すワ
ークプレイスなのです。

未来に焦点をあてたワークプレイスの創造
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イギリスの多くのワーカーにとって、今年の夏はいつも
と違い、問題が起こるような予感がするようです。

2012年7月後半から始まるロンドンオリンピックの開催
中、ロンドンの交通機関は念入りな対策を立てている
とはいえ、多くの評論家はその混雑と渋滞をかなりの確
率で予想しているからです。

交通量は30％近く増え、主要道路では1時間に平均12マ
イルで走行することになるであろうと予測されていま
す。公共交通機関での乗降は観光客も含め、毎日数万
人とも言われています。このような状況の中で、開催中
の通勤を考えたら、多くのロンドンっ子はできるだけ家
で働きたいというのが正直なところのようです。

通勤時間を減らすこと、それはワーカーがオフィスの代
替えとなる家や家の近くのカフェのような第3の場所で
仕事をしたいとあげる理由のひとつです。それに加え、
ガソリンも少なくてすみ、環境的インパクトも軽減する
ことができるのです。同じように説得力がある理由とし
てはオフィスでますますコラボレーションが増大する中
で外部から邪魔をされずに個人作業をするには、むしろ
オフィス以外のほうが効率的という話もあります。さら
に、どこで働くかの柔軟性をもつことは仕事と生活の最
適なバランスを保つことにもつながります。

理由をあげればきりがありません。オリンピックが近づ
くにつれ、イギリス中の多くの企業がオフィス以外で働
けるオルタナティブ戦略を採用しようとしています。
Steelcase SolutionsのRob Jenkins氏は25年以上もこ
の戦略を企業の方々に推奨し、実現するお手伝いをし
てきました。最近では巨大BT社とChartered Society of 
Physiotherapyとパートナーシップを組み、フレックスワ
ーク（柔軟性のある働き方）についてのセミナーを開催

しました。この採用によって社員がこうむる利益や環境
的インパクトも大きいということに加え、このセミナー
ではフレックスワークが今後ビジネスをひっぱっていく
であろうと予測しています。なぜなら、生産性の向上、
欠勤の減少、不動産コストの削減、人材の確保というよ
うな利点をもたらすからです。

モバイル化とグローバル化がさまざまなものを変化さ
せました。7日間24時間働くワーク環境、知識労働者に
とって働く場の選択肢はもはやオフィスだけではなく、
仕事内容によって場をチョイスできるようになってきま
した。

仕事のワークパターンの変化を理解して、素早く適応す
る企業の経営者は一番得をすることになります。「社員
がオフィス以外の場所を選択できる状況は強力なビジ
ネスツールになるのです。」とJenkins氏は述べていま
す。

米国はモバイルワーカーの数では他国をリードしてお
り、週に10時間はオフィスから離れて仕事をしていま
す。しかしながら、フレックスワークはEU圏のことだけ
でいえば、かなり社会から受け入れられ、育まれた長い
歴史を持っています。オランダ、デンマーク、フィンラン
ド、スウェーデンはまさにこの働き方を強力に推奨して
いる国々で、その後にドイツ、イギリスが続いています。

仕事のワークパターンの変化を理解して素早く対応す
る企業の経営者は一番得をすることになります。 

When Work Happens

Anywhere
仕事がどこでもできる時代にはいり、従来
の9時から5時という就労時間はないような
もので7日間、24時間というのがあたりまえ
になる時代になります。そこには新たな課題
も、そして多くのチャンスもあるのです。

24/7

©iStockphoto.com/ScottHortop

Issue 64   |   113112   |   Issue 64



基本的にウェルビーングというものは私たちがどう感じ
るかだけではなく、どう対処するかが問題なのです。私
たちのウェルビーングは次の決定事項に大きな影響を
及ぼします。」とAdamson氏は述べています。

今回、このCoalesseの研究員は仕事と生活の融合をう
まくいかせるための4つの能力というものを定義しまし
た：ITの境界線をつくる、予定どおりに要求事項を調整
する、ウェルビーングを見つける、そして自力本願／スペ
ースでの解決策ということです。

これらの能力をもった人々はいつネットをシャットダウ
ンするか、どうやって人との交流を管理するか、またど
うやって時間を調整するか、どのようにテクノロジーを
使って能力を最大限に発揮するかなどをよくわかってい
るのです。彼らはベストな状態で働き、可能性を開拓す
るには何が必要かも心得ています。そして彼らは他の人
との強力な人間関係の中で、仕事を生産的に、よりクリ
エイティブに行っているのです。彼らは自分たちのマイ
ンドセット、環境、活動、スケジュールなどをうまくあや
つる能力も備わっていてどこで、何をするかも把握して
います。

フレックスワークにはITは不可欠な要素で、それを使い
こなすことはデバイスなどのハードやネットワーク接続、
ソフトやアプリだけの問題だけではありません。それは
電話、メール、インスタントメッセージ、スカイプやビデ
オ会議など、実際のコネクションやプレゼンスをどう管
理していくかという問題でもあり、Adamson氏によると
これは“Context Awareness”と呼ばれるものです。

働くための家、家のようなオフィス

多くの人が幸いにも、仕事と家の間の境界線を曖昧にし
ておくことは良いことだと感じています。もちろん、それ
をうまくいかせるためにはどうしたらよいかが判明した
場合の話ですが。「あなたが自分の状況をコントロール
できるとしたら、それによって気持ちも引き立ち、自由
を感じるでしょう。リサーチの中で人々は自分たちの生
活を再生したいということも述べていました 。」と
Adamson氏は言います。

仕事がオフィスから外へとシフトする中で、人々は家を
もっと仕事がしやすい環境にデザインしていく様々な方
法を模索しています。おもしろいことに多くのモバイル
ワーカーはホームオフィスを持っていますが、Steelcase
のリサーチによるとそのホームオフィスはほとんどの場
合コピー機とか文具とかの置き場になっているというの
です。人が家で働く場合、基本的に彼らは孤立感を味
わいたくないのです。その代わりに多くはCoalesseの研
究員が名付けた“ハイブリッドセッティング”、つまり住ま
いの部分を犠牲にしないで家の中のさまざまなところ
に仕事をする場を見つけることだといいます。

これに関連したトレンドの話をしますと：さらに多くの
人がオフィスから離れて仕事をするようになると、人々
はオフィスの決まりきった画一的な要素をとりはずして
ほしいと思うようになるということなのです。つまり、仕
事のプレッシャーはもはや9時5時の就労時間には縛ら
れないということで、ワーカーは仕事をするどこにでも
快適性を求めていくということなのです。

「企業の経営者たちは今日のモバイルワーカーに適し
たスペースを創造するにあたって、個人的な選択とオフ
ィス外での生活経験を与えることが社員の期待に及ぼ
す影響はかなり大きいことを十分理解しています。」

このトレンドは個人的な快適性を追求するものでプロと
しての環境に相応しい素材や仕上げ、アクセサリー、照

明などがいかに快適性に関わっているかを明らかにし
ています。快適性は21世紀の進化したオフィスにあっ
て、いままでのキュービックに取って代わる家具のタイ
プや内装をさらに変えていくひとつの要因にもなりまし
た。ある人が言いました。「誰が卵のパックの中で働き
たいと思いますか？今私たちが経験している変化は人々
は自分の働く場をもっと感性豊かなもので包んでほし
いということなのです。もしかしたら家族の写真であっ
たり、ラグや膝掛けであるかもしれません。足をあげた
りして楽な姿勢で休めることかもしれません。そしてさ
らに重要なことはワーカーがどこで働こうと最大限に能
力を発揮できるようなウェルビーングを欲しているとい
うことなのです。」

選択肢の定義：オランダのOracle社の場合

社会的なイノベーションのアーリーアダプター（流行をす
ぐに取り入れる人々）で知られているオランダの知識労
働者にとってはマルチな場所で働くのは決して目新しい
ことではありません。

“基本的にウェルビーングはどう感じるかだけではなく、どう対処するかが問題
です。そしてそれは次の決定事項に大きな影響を及ぼします。」”

	 Arjun Adamson、研究員、Steelcase Workspace Futuresグループ

フランスでは仕事と家庭を分離することにさらに慎重
になっています。異なるタイムゾーンで仕事をしている
同僚と話したりすることは一般的で、メールを遅れない
ようにチェックすることも、そして家に仕事を持ち帰る
ことも普通になってきています。

融合しつつある生活

世界中で仕事はもはや生活ときっちりと切り離して考え
ることが出来なくなりました。「ワークプレイス」という
ものの定義も拡大しつつあります。今日、仕事をする
「場」としては、家、カフェ、ホテル、空港、電車などさ
まざまなところで仕事ができるようになりました。どこ
で働こうと、人々に共通する基本的ニーズは変わりませ
ん：脳を刺激され、サポートされ、快適であるというこ
と。これらはどのように定義されているか。仕事が生活
と融合するなかで重要な項目も変わってきます。そして
それを成功裡におさめるにはどうしたらよいのかという
ガイドラインもまだ設定されていません。これは2010−
2 011年 に S t e e l c a s e のプレミアムブランド である
Coalesseが主催した、米国とヨーロッパにおけるモバイ
ル知識労働者に関しての観察とインタビュー形式で行
った研究結果の主要な発見の中でも明らかにされてい
ます。

「私たちはこのかつてないほどに進化しつづける仕事
生活にどのように立ち向い、管理しなければならないの
でしょうか 私たちはこう思います。これは今日のオフィ
スや仕事にまつわるさまざまな課題の最も差し迫った
問題だと思うのです。」と研究員であるEmily Ulrich氏
は述べています。「人々は自分自身にあうように自分な
りのワークライフバランスを調節していくことを大事に
しはじめています。」

どこで仕事をするかの選択肢をもっている人たちは、集
中し、スムーズに仕事がはかどり、快適に仕事ができる
ことに強く引かれます。そして精神面、感情面でのウェ

ルビーングを大事にする傾向があります。実際、私が話
した多くの人々は家でのワーク環境は快適で、快適さイ
コール生産性にもつながっているというのです。」

おもしろいことに、仕事と生活の垣根があやふやになれ
ばなるほど、仕事は生活の中により簡単に紛れ込んでし
まいがちです。しかし、これはワーカーへのストレスを増
大させる可能性もあり、仕事と生活の質を両方ともにお
いてネガティブな影響があるという研究結果もでてい
ます。

「ビジネスはすぐに反応する機敏さが要求され、それ
は私たち自身にも同様な機敏さが要求されているとい
うことでもあります。もはやひとつのサイズがすべての
人にあうという時代は終わったのです。企業の経営者た
ちはその境界線を明白にすることをしません。そしてワ
ーカーは常に繋がろうとし、自分自身の中で納得しなが
らこの境界線をコントロールしようと努力しています。」
とUlrich氏は述べています。

ウェルビーングの研究は多くの規範にいどむことにな
り、人々はそれに立ち向うさまざまな方法を見つけよう
としています。パリ、ロンドン、ミュンヘンで行ったモバ
イル ワーカー に 関 するリサー チを実 施した A r j u n 
Adamson氏は述べています。

「私たちのリサーチによるとヨーロッパの人は米国と同
様に仕事と生活の間を常に行き来しているのです。特に
グローバル企業では文化の間の確固とした境界線を越
えなければならないというプレッシャーもあります。」

このリサーチから見えることは人々が仕事と生活を融
合させていく中で多くのストレスを感じていてさまざま
な方法でなんとか対応しているという状況です。例えば
ある人はこの境界線をかなり明確にしていて、プライベ
ートは完全に電源を切って仕事をオフにしています。あ
る人はさらに順応力があり、仕事とプライベートな生活
をうまく融合させ、理想的とはいかないまでも折り合い

をつけながらうまく対応しています。例えば、子供をピ
ックアップする際の待ち時間に車の中で書類の整理を
したり、キッチンで料理をしながらメールをチェックし
たりというような具合です。このように柔軟性が高まる
ことによって1日の合間合間にパーソナルな時間をとり
いえることも可能になるのです。そして最も進歩的な人
たちは、順応性がもっとも高く、ITも自由に使いこなし、
複雑な状況にも適応していく人たちです。モバイル化を
むしろ楽しんでいて、仕事にあわせて最適な場所を探そ
うとし、ITのニーズにあわせてサポートするのに時間を
かけています。

仕事と家が混在する中でそれに対応できずストレスが
溜まっている人たちにとってはコストとしてかかってくる
のが彼らのウェルビーングであり、生産性ということに
なります。その両方ともが企業の経営者の悩みの種にな
っています。

オランダ、デンマーク、フィンランド、スウェーデンは

まさにこの働き方を強力に推奨している国々で、そ

の後にドイツ、イギリスが続いています。

Issue 64   |   115114   |   Issue 64



他の多くのOracle社の社員のようにvan den Broek-Jonker氏
は時々は家で働きますが、大体はオフィスに出勤してい
ます。そこでは対面して人に会うことができ、仕事がは
かどるからです。

「まず家で仕事をするのは渋滞を考えずにすみ、メー
ルのチェックや電話、仕事の整理や集中して考えたりす
るのには最適です。人に会うこと以外はすべて家ででき
るのです。オフィスは仕事をする上で必要な人とあった
り、共同で作業をしたりということが主な仕事になりま
す。今日、すでに私は仕事の内容や会う人によって10回
も仕事をする場を変えました。もし、私が1日中、自席に
いなければならないとしたら、家のほうが生産性があ
がるかもしれません。」とvan den Broek-Jonker氏は述
べています。

社員にどこでいつ働くかの選択肢を与えるためには彼
らを信頼しなければなりません。しかし、このことで社
員はより生産的に仕事に集中できるようになります。
Steelcaseの研究リサーチによるとどの世代のワーカー
もフレックスワークにすぐに適応できることが明らかに
なっています。「もし私の会社がオフィスに戻って仕事を
してくれと言ったら、私は給料を20％カットされてもい
いのでモバイルがいいと言うでしょう。」とある人は話
していました。

BT社やOracle社のように先進的な企業はこのようなフ
レックスワークを採用することはビジネス面からもメリ
ットがあると考えています。BT社の例でいうとフレック
スワークをしているワーカーの欠勤率は63％も減った
ということです。Steelcase Solutionsではフレックス制
でしかもホームオフィスも推奨している会社では社員の

在籍率はイギリスの平均より35％も高いのです。

フレックスワークのコンセプトを採用するのは簡単です
が、システムを導入することはつまり、経営陣の態度や
考え方も見直し、オフィスのデザインもどうやったら機
能的にまわるのかも慎重に考えなければならないとい
うことでもあるのです。

Steelcase Solutionsがロンドンの1,000ものオフィスワ
ーカーに実施した調査によると60％の人々はオリンピッ
クの間はより多くの社員を受け入れるべきだと答え、14
％の企業はこの期間のみ、オフィス以外の場所で働くこ
とを推奨するということでした。

この結果はあまり驚くことではありませんでしたが、ロ
ンドンのオフィスワーカーの20％はオリンピックの期
間、混雑を避けるために休暇をとると答えています。つ
まりワーカーはオフィスから離れて快適に仕事をするこ
とができることのほうがワーカーが休暇をとって人不足
になるよりはましということなのです。

仕事の本質が急激に変わる中で、先進的な企業はじっ
としてはいません。その代わりに今、柔軟性のある働き
方を採用するほうがお互いにとって有利になるというわ
けです。常に前進あるのみ、ビジネスのゲームがどうや
ったらうまくいくかを彼らは十分理解しているのでしょ
う。

「ここ、Oracle社で、今何が新しいのかといえば、“ノーリ
ミット”コンセプトというものです。」とOracle社の人事
部長であるAfiena van den Broek-Jonker氏は言います。
「社長も含め、すべての人に自席はなく、すべてのスペー
スはアクティビティベースか共有スペースで、チームスペ
ース、集中エリア、ミーティングルーム、ブレーンストー
ミングエリアなどに分かれています。基本は“選択肢”と
いうことなのです。

オランダの社屋では約1000人もの社員が働いており、
日中オフィスにいるのはそのうちの60％です。ある社員
はプログラムにサポートされながら、少ない時で週1−2
日は定期的に家で働き、ある社員は必要に応じて家で
働くという体制をとっています。

「この採用は大変価値があるもので、社員が自分の仕
事を独立して整理しながら遂行していくことを可能にし
たのです。しかもオフィススペースを削減することもでき
たのです。このコンセプトの“ノーリミット”という意味は、
例えばある日、私はある人の隣で仕事をして、次の日は
また違う人の隣で仕事をする。つまり、会社中のさまざ
まな人と交流することを可能にしているということなの
です。」とvan den Broek-Jonker氏は述べています。

SteelcaseとCoalesseの研究リサーチでも明らかにされ
ているように、フレックスワークは社員はもちろん、経
営者にもさまざまな課題を与えることになります。それ
を成功させるにはまず、なぜ、どうやってそれを実施す
るのかをはっきりと社員に説明するということ、そして
それについてのプロトコルの設定が不可欠ということで

す。「それはグループの中でどういう振る舞いをすればい
いのかについてそれぞれが理解し、一緒に働くことを享
受するということなのです。」とvan den Broek-Jonker氏
は強調しています。

もちろん、トレーニングも重要な要素です。Oracle社の
モバイル社員は全員、ペーパーレス化、デジタルデータ
化を学び、仕事に生かしています。管理職はモバイルチ
ームをどうやったらうまく管理できるかのガイダンスも
受けています。

Oracle社はモバイル社員が常にネットでつながるように
ネット化を充実させています。すべてのフロアでは“アン
カーポイント“と呼ばれるコーヒーコーナーがあり、建物
中に人が簡単に立ち寄って会話ができるポイントが用
意されています。

人の交流を仕掛けるためのさまざまなスペースを提供
することに加え、企業は多くのイベントやネットワーキン
グのための機会を設けるようにしています。

特に有益なものとして、“CU”と呼ばれる場所の検索シス
テムがあります。それはすべての社員はオフィスに入る
際にシステムの中に自動的に登録され、同僚同士が今
どこにいるのかを簡単に追跡できるように管理されて
います。

“人に会うこと以外、オフィスでできることは 
すべて家でもできるのです。”
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通常、設立まもない会社は会社とは思えない場所で産
声をあげるものです。H P やA p p l eなどは 車 庫 で、
MicrosoftやFacebookは大学の寮で、という具合であ
る。電話をかけてくる顧客もなく、スタッフも少なく、コ
ミュニケーションはとてもシンプルです。

しかし、会社が成長し始めると一転、その状況は困難を
伴います。バックオフィスからプロとしての企業への変
換は決して容易いものではないのです。

  Bo Fishback氏と彼の会社であるZaarly社はTurnsone主催

の“Win a Sweet New Offi  ce”コンテストのキックオフに協力

しました。

gettingrealgettingrealgetting
今、もっともホットなハイテク企業のひとつがどうやって設立当時
のオフィスから、プロ集団としてオフィスへと変革したのか。
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「あなたがアイディアを育て、会社にした時にそのスペ
ースをスタート開始のスペースからどうやって本格的な
オフィスに移行しますか？ネット関連企業は物理的な環
境が本当に必要なのか？それがネット上のバーチャルな
会社でも従来の会計事務所でも小さな会社のためのオ
フィスはどうあればいいのか？」とWorkSpace Futures
グル ープの シニアデザイン研 究 員であるM e l a n i e 
Redman氏は問いかけます。彼女は小規模な企業のビ
ジネスのやり方を理解するための研究をリードしてきた
1人です。この研究はSteelcaseのSOHO用に開発された
Turnstoneブランドとの共同研究でした。

「私たちは小さな会社と大企業を比較してその経営に
おいて異なる点を導きだしました。例えば、小さな会社
は設立開始時期に必要な資金と有能な人材に関しては
きちんと書面でも記されているのですが、他のこととな
ると実際によくわからないという状況です。例えば設立
の時期から市場での確固たる地位を築くために会社ら
しいスペースにスムーズに移行するにはどうしたらいい
かということなどです。まずはオフィスらしいスペースは
どうやってつくればいいのでしょうか？」

Zaarly社という会社はまさにこのチャレンジをやっての
けました。Eコマースを事業とするこの会社は売り手と

買い手の間の取引を請け負う通販会社（Craiglistと
eBayをクロスさせたような）で、ハイテク業界で一躍ス
ター の 座 に の りあ げ た 会 社 で も ありま す。F a s t 
Company誌が世界で最も革新的な会社の中のひとつと
してとりあげた会社で、Forbes誌は共同創設者である
Bo Fishback氏を“企業の変革のエージェント”と書き立
てました。このような多くの設立まもない会社はその急
な軌道によって、他の会社に学んで契約のライフサイク
ルをさかのぼって調べたりします。

Zaarly社はサンフランシスコのアパートからスタートし、
3人で週末に集まってコンセプトを考えたといいます。
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会社は設立まもない狭いスペースから

企業らしいオフィススペースへと
どのようにシフトするのか。
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一年も経たないうちにZaaly社の社員は22人にも増員
され、本格的なオフィスが必要となりました。「私たち
のチームは2箇所に分かれ、ひとつは5ブロック先にあっ
たのです。もちろん短い距離とはいえ、その分割がネッ
クになっていたのです。会社は急速に成長し、すべての
ことを素早く処理しなければなりませんでした。」と
Redman氏は述べています。

距離が社員を分断する

創業者はある事に気がつきました。それは社員で最も
成功している人は密に他の人と仕事をし、オフィスでも
さまざまな人と交流をし、自分たちの仕事とその課題
をしっかりと把握している人たちでした。何故か伸び悩
んでいた社員は人との交流が少なく、人とのコネクショ
ンが分断された人たちだと分かったのです。

「私たちも今回このことに気づき、それはフィールド調
査でも明らかになっていました。小さくも成功している
会社は社内での仕事の可視化が社員全員に浸透してい
るものです。そして社員でも決定権を持っていたりしま
す。彼らはどんな仕事でも手腕を発揮するように促され

ているのです。しかし、大企業ではそうはいきません。
小さな会社での鍵はコミュニケーションが徹底されて
いるところなのです。」とRedman氏は強調していま
す。

Fishback氏と彼の共同創始者たちはこのことに早く気
がついたのです。「僕たちは少しずつ理解しはじめたの
です。それが何キロ離れていようと、数ブロック先であ
ろうと、隣の部屋であろうと、問題は常にお互いに会え
ること、待たずに瞬時にコラボレーションできるツール
や人がいることが重要だということなのです。」

“他より秀でてくる社員は大抵

多くのさまざまな人間
と交流をしている人たちでした。”
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スピードの重要性

小さな企業はモノが少ないので大企業よりも、早く移転
が可能です。Zaarly社のような小さな会社ではスピード
が一番重要な差別化の要素になります。「僕たちはまだ
赤ん坊のような会社です。250ドルもする家具を買いに
いく余裕もありません。もちろん、時間もないので、人
に頼んで素早くやってもらうわけです。」とFishback氏
は述べています。

それと同時にZaarly社はその3,500スクエアフットの面
積のオフィスを今後の人の増員も含め、できるだけ柔軟
性のあるものにしたかったのです。24人の正社員と同じ
数のプロジェクトに応じて雇う非正規社員。「いつか60
人規模の会社になるかもしれないし、逆に12人に減る
かもしれません。数はどうであれ、オフィスをエネルギ
ーに満ちたスペースにしたい。つまらない工場のような
ものだけにはしたくないのです。」

Zaarly社とTurnstoneブランドは3回電話で話しただけ

です。「彼らはすぐにスペースデザインを提案し、サンフ
ランシスコの営業が視察にきて、2日後に連絡があり、
家具はすべて整い、来週の頭には届くでしょうといわれ
たのです。最初のメールから10日後にはトラックが到着
したというわけです。」

Zaarly社のオフィスは2つの会議室を除き、完全にオー
プンプランで、収納やワークツールや配線マネジメント
が完備された新製品のBiviのデスクシステムとRumble
という名のソファで彩られました。 毎日出勤する場所として社員が居心地よく働く

ことができてほしいのです。

“そこには大きな意味があります”
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特別な目的のために創られたオフィス

その会社の本当の意味でのオフィスはRedman氏のチ
ームが明らかにしたように小規模の企業の特徴を実証
しています。オープンでインフォーマルなスペース、コミ
ュニケーションとコラボレーションが促進されることで
エネルギーが生まれ、新たな目的のために簡単に素早
くスペースをシフトできるスペースです。「彼らは予算内
での支出にこだわり、なにを購入するかがはっきりして
いました。購入したものすべては彼らの企業としての価
値と使命が反映されているのです。」と述べています。

Fishback氏は前に自分が勤めていた会社と比較して、
自分の会社のスペースは「大企業で歴史のある会社は
このような場を当然のように思うかもしれませんが、僕
たちはまだ小さく、これから成長をする会社で何を創る
のかということに情熱をもっているのです。社員はこの
場所が与えられてあたりまえのようには思ってはいませ
ん。」

「社員は毎日、ちがう場所に座って仕事をします。これ
は快適ですよ。自分が快適だと思う場所、ソファや会議
室やバルコニー、どこでもチョイスできるのです。これは
大企業ではありえないことです。ですからここで働く社
員にとってはとても意味があり、毎日出勤する場所とし
て、居心地がよく気に入ってもらいたいのです。」

「僕たちは本当にこのスペースに釘付けになったので
す。皆が気に入ってくれて、ある社員は数ブロック先に住
んでいるのに、ここで夜も仕事をしたいというのです。

移ってからはや4ヶ月になりますが、まだ社員が私をつ
かまえてこう言うのです、ねえ、このスペース、最高だ
ね！って。これはうれしいもので、僕たちは正しいことを
したって思えるのです。」

彼らは確かに正しいことをしているのです。アパートで
創業してから1年でZaarly社のオンライン取引のリピート
率は100％にもなりました。HP社のCEOであったMeg 
Whitman氏がZaarly社の役員となってからは名だたる
ハイテク企業が会社に投資をしました。

「僕たちは楽しむために仕事にきて、世の中では設立ま
もないかっこいい会社として知られるようになりまし
た。しかもサンフランシスコの市街の中心地に最高にか
っこいいオフィスを構えるまでになったのです。」

そのスペースのど真ん中にBo Fishback氏は自分のスペ
ースを陣取り、仲間と肩を並べながら仕事をしていま
す。

ねえ、このスペース、最高だね！”
“ 移ってからはや4ヶ月になりますが、まだ社員移ってからはや4ヶ月になりますが、まだ社員

が私をつかまえてこう言うのです、が私をつかまえてこう言うのです、
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Biviデスクシステムはデスクであってデスクでない？ サステナブルで高いコストパフォーマンスを誇る、インタラクティブホワイトボード

自転車やスノーボードのラック、ラウンジ。見るステーション。仕事のステーション。Bivi（ビヴィ）はシンプルなデスクプラットフォーム

でクリエイティブにアドオンすることであなたが仕事をしたいようなスペースを創りだすことができます。最上のワークスペースを創

ることは会社を経営することより簡単であるべきなのです。

eno（エノ）はシンプル、従来のセラミック表面加工にインタラクティブ性を強化したシンプ

ルなインタラクティブホワイトボード。煩わしいコードや配線、そして設置にかかるコストも

もう不要です。
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arZu Studio hope、アフガニスタン
ダリ語で「Hope（希望）」という意味のARZUは貧困にあえぐアフガニスタンの織物
女工とその家族を支援するための革新的な社会的モデルを実行している非営利団
体です。ハンドメイドラグを織って先進国に販売することで利益が彼らにも還元さ
れ、自立を促すというプログラムです。

tata Steel社、ムンバイ、インド
インド内の多くの村はまだ安全な飲料水が手に入らないというのが
現状です。Tata Steel社ではタンカーやパイプのシステムを通して携
帯用の飲料水ボトル、また井戸を新たに設置したり、復元させたりす
ることで5万人以上もの人を救う飲料水を地元コミュニティに提供し
ています。

Good african coff ee、カセセ、ウガンダ
この地元のコーヒーメーカー，Good African Coffee社は従来のシステムを
打破し、新しいシステムを創りだすことでサハラ郊外の生活を向上させるこ
とに貢献しました。今まで、コーヒー豆農家は輸出業者に搾取され、豆とい
う原材料を安く販売することを強いられていました。同社は新たにコーヒー
豆のロースト工場をつくり、ローストした完成品を欧米に販売することで利
益を生み出し、70％賃金の増加に成功しました。

正当な賃金の
支払いを可能に

人を飲料水で救う

女工への収入を確保

ラボの面積（平方スクエア）

スペインでのショップ販売へと拡大inditex、アルテキシコ、スペイン
日本ではZARAのブランドで有名なスペインのアパレルメーカー、Inditex
社は国境なき医師団と共同で、エイズ撲滅とその治療を目的とした、ジ
ンバブエのエイズサポートグループメンバーから編成されるコーラスグ
ループの音楽プロジェクトをサポートしています。この音楽はネット上で5
万回視聴され、スペイン中2,000以上ものショップで販売されることにな
りました。

henkel社、デュッセルドルフ、ドイツ
子供たちがもっと科学に親しむために、Henkel社は10才以下の小学生を対象にデュ
ッセルドルフに300平方メートルの面積の「Forscherwelt（ドイツ語の意味：研究者
の世界）」という実験施設を開設しました。子供たちは実験を通して学び、先生は
Henkel社からトレーニングを受けています。今年のHenkelの教育プログラムには1
週間にも及ぶサステナビリティに関するプログラムが含まれています。
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長く利益を生み出す仕組みを創る。
現在、社会に役に立つことをすることはその企業のためだけでなく、世界のため
に利益をもたらすことを意味します。先進的な企業は社会的、環境的に持続を
可能とするシステマチックなアプローチを通して、利益をもたらす仕組みを創ろ
うとしています。彼らはその専門的知識とネットワークを総動員しています。そし
て結果としてそのシステムは今後長い間、世界に利益を生み出すものとして役に
立っていくのです。

trends 360

pepsico社、サンガブリエル、メキシコ
サンガブリエルの小さな農家は、直接PepsiCo工場にとうもろこしを卸しています。
農民が信用を得ることができるように、PepsiCo社は最初に支払いを保証し、彼ら
が種や肥料、保険や機械を買うことができるように支援しています。このプロジェク
トにより、農家は2つある工場の近くに構え、PepsiCo社にとっても輸送経費の節約
になりました。

iBm社、リオデジャネイロ、ブラジル
IBM社のSmarter Citiesプロジェクトは情報を駆使し、降雨量をデータで追跡ができ
るようにし、どこで洪水が起きるかを予測するコマンドセンターを創立するというも
のです。このセンターは2010年に土石流や洪水によって命を落とし、15,000人もの災
害ホームレスをつくったことがきっかけでそのような被害を少しでも救おうという目
的で設立されました。

Sustainu、モーガンタウン、ウェストバージ二ア、米国
SustainU社は100％リサイクル材料を使用している米国のアパレルメーカー。彼
らは盲目の労働者を雇い、彼らにも高品質の製品を製造し、利益を生み出す能
力があることを証明しました。

災害ホームレスを救う

リサイクル材料

給料の向上

グローバルに起きているトレンドとは
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アフリカの妊婦は適切な治療や処置が可能にも関わら
ず、高血圧のような妊娠合併症によって命を落とし、そ
の死亡率は毎年7％ずつ増加しています。

アフリカのナミビアの西海岸沿い地区の約6千人もの集
落では、今春に女性や子供たちへの医療の充実を掲げ
て新たに診 療クリニックが開設されました。これは
2008年に創設されたContainers 2 ClinicsというNPO
団体のプロジェクトで、輸送用のコンテナを医療クリニ
ックに改造するというもので、開発途上国の女性や子
供たちが高品質な最低限の治療やケアが受けられるこ
とを目的としています。

「この辺の臨床医は医療を適切に行う基本的な器具も
持っていません。彼らの仕事場を改善することで少しは
彼らが行っている救命への尊厳とプロ魂が生かされ、
多くの尊い命 が救 われることを願っています。」と
Allison Howard Berry氏は述べています。

診療クリニックとして使用するために改造されたその輸
送用コンテナは、耐久性があり、安全で、どんな地域に
でも適応できるという特長があります。最初のC2Cクリ
ニックはハイチでした。そして今年は組織自体がナミビ
アに広がっています。

ナミビアの診療クリニックはハイチのものより優れたも
のになるでしょうとBerry氏は言います。その理由として

SteelcaseのヘルスケアブランドであるNurtureがこのプ
ロジェクトに賛同し、ヘルスケアまわりの専門的知識と
Opusキャビネットを寄贈したのです。

「私たちがNurtureに協力を仰いだのには理由があり
ます。臨床医たちの能力を最大に生かすには病院の壁
や床と同じくらいの品質の製品を望んでいたからです。
そしてそれはこのような熱帯、多湿な環境にもフィット
するものであることが必須でした。」とBerry氏は述べ
ています。

「Nurtureの対応は迅速でした。すぐにチームを動員
し、コンテナ内の限られたスペースを患者のフローにあ
わせてデザインしてくれたのです。」

その統計は驚くべきものです。
アフリカの90％の女性が妊娠中に適切な処置を受けることができたら、 

年間160,000もの新しい命が助かっているのです。

sustainability 
spotlight

2008年に創設されたContainer 2 Clinics（C2C）は輸送用の
コンテナを医療用施設に改造し、開発途上国の女性や子供
たちに高品質な最低限のヘルスケアを提供しているNPO団
体です。

Containers 
2 clinics

持続する社会にむけて努力している人々や企業に焦点をあてます。
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Nurtureの副社長兼ジェネラルマネジャーであるKyle 
Williams氏は言います。「私たちは6年前にNurtureをブ
ランドとして導入し、そのデザインアプローチを使用し
て、臨床のヘルスケア環境での問題点を多く解決してき
ました。初期段階の研究で私たちはいかに臨床医が患
者とその家族に対して時間をかけているかを目の当た
りにしたのです。そこでヘルスケアにおけるさまざまな
問題点とそれに対するソリューション提案によって少し
でもその仕事環境が改善するようにお手伝いをしてい
ます。」

「ヘルスケアにおける仕事環境はハイチやナミビアのよ
うな場所になると極端ですが、だからあえてC2Cプロジ
ェクトへ賛同し、少しでも改善にむけてのお手伝いがで
きればと思ったわけです。」

2月7日に米国サウスカロライナのチャールストンの港を
でたNurture製品は3月の中旬にはナミビアに到着し、5
月には診療クリニックは無事開業へとこぎつきました。

C2Cはこのような十分な準備ができない場所に既製の
クリニックを開設することに加え、地元の企業や政府機
関と共同で、実験や調剤、健康に関する教育サービスも
提供しています。開設する前から開設後にいたるまでの
さまざまな技術的なトレーニングを通してC2Cが確信し
たこと。それは長期的にクリニックが成功するには地元
での投資と積極的な参加が不可欠であるということで
した。

「今、企業がサステナビリティに関する質問をしないと
したら、それはおかしいでしょう。可能性に向かってで
きることを築いていかなければなりません。C2Cはただ
単にボックス型のクリニックを提供しているのではな
く、トータルにその医療システムを強化していくことを
任務としています。数ヶ月後、数年後に、結果として多く
の人々がより良い医療を受けられることができ、最終的
にその地を去る時が私たちの任務の終了であり、初め
てその任務が成功したといえるのでしょう。」とBerry氏
は述べています。

“�今、企業がサステナビリティに関する質問を 
しないとしたら、それはおかしいでしょう。」”

“不動産の活用法が13％ アップ”

不動産の最大化と
パーソナル化を実現

2012年、Steelcaseは創業100周年を迎えています。創業以来、その企業姿勢である「人」の行動を見つ
め、その働き方の進化にあわせた製品開発や場の創造は今も変わりません。

まさにユーザーの視点から開発されたManifesto（マニフェスト）は今日のワーカーの動向と進化するワ
ークプレイスの課題を解決したソリューションシステム家具。スペースを従来のように平面でなく、3次元
で捉えることで不動産であるスペースをより効率よく、しかも最大限に活用することを可能にし、また、ワ
ークスペースのパーソナル化を図ることで仕事場でのワークライフバランスも実現しました。

製品詳細は下記まで：

www.steelcase.jp

日本スチールケース株式会社　03-3448-9611



学期末にあたり、ある米国中西部の医学学校の1学年の学生に2学年の学生から、貴重な教材を売るというメールが
配信されました。それは2学年用の教本のそれぞれに完璧な注釈カードが付いたものでした。誘い文句は「きちんと
印刷までしてある完璧な注釈カードを購入できるのに、どうして苦労して自分でカードを作るのですか？」というもの
でした。

頭と手をつかって、
情報をカタチにし、
視覚化する。

この誘いはきわめて興味をそそる内容で、その学生
はコースを無事終了し、次学年の学生にそのテキス
トや内容にあった注釈カードを全部完璧にそろえ
て、販売しようという狙いだったのです。それを購入
すれば、学生は時間や労力を割く事なく、学期を無
事終了できるということわけです。しかし、実際は
この誘いにのる学生はほとんどいなかったのです。
これは一体どういうことなのでしょうか。

これはあくまで想像ですが、1学年の医学生は脳の
仕組みについて学びます。脳は大きなかたまりでは
なく、異なった機能をもついくつかの領域に分かれ
ていて、それぞれが異なる情報：視覚、聴覚、感情、
言葉などを処理し、通信路を介して伝達を行ってい
るのです。例えば、あなたが映画を見ているとして、
感情移入がされ、言葉の領域を使ってそれが表現
されるということもそうです。そしてそれぞれの領
域は情報を素早く処理することを要求されます。
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これらの深い洞察によって刺激され、教育用として学生
や先生のためにSteelcase Education Solutionsから生
まれたプロダクトがパーソナルサイズのホワイトボード、
Verbコレクション。表裏両方での使用が可能で、e3セラ
ミック鋼板とビニール素材でできたこのプロダクトは耐
久性にも優れています。Verbホワイトボードは個人や小
規模なグループで使用するためにデザイン開発されま
した。

現在、市場にあるようなウォールマウント式の大きなホ
ワイトボードとは異なり、Verbホワイトボードはポータブ
ルでハンディ、そしてよりパーソナル。学生はデスクにか
け、必要なときにノートをとったり、アイディアを落書き
したり、計算したりなどパーソナルな作業に威力を発揮
します。また、グループで使用することでチームのコラ
ボレーションを促進し、情報やアイディアを共有するこ
とも容易にします。

カットアウト状の取手部分は持ちやすく、Verbテーブル
の横のフックにかけたり、ディスプレイイーゼルや壁の
レールフックにかけたりと使用、収納も簡単。またテー
ブルの中央にある収納ドックに立てかければ、試験や
プライバシーがほしいときの間仕切りにもなります。

私たちはよくアナログツールより、デジタルのほうがよ
りインタラクティブであるというような言い方をします
が、学生はホワイトボードにマーカーで何かを書くこと
で、身体や経験を通して重要な情報や認知マップのよう
なものを思い出しやすくなります。

「多くの従来型の教室では学生がコンテンツを共有す
ることは困難をともなう場合が多いのです。壁に固定さ
れたホワイトボードは動きを制限します。アクティブラー
ニングと呼ばれる積極的な学習を推奨する最大の理由
は、学生がコンテンツに集中し、他の学生とも共有がで
きるということなのです。そのためにデザインされたプ
ロダクトがVerbであり、それは学生が情報を記録し、共
有し、そして評 価することを可能にしたのです。」と
Steelcase Education Solutionsのジェネラルマネジャー
であるSean Corcorran氏は語っています。

「根拠に基づいたリサーチによると学生がお互いに教
え合うときには自分自身の知識を使うということが明ら
かになっています。インタラクティブな学習システムとし
て、Verbを使うことで学生はよりそのプロセスに没頭し
やすくなります。」とSteelcase Education Solutionsの
教育環境部長であるLennie Scott Webber博士は主張
しています。

ほとんどの先生や教授が医学生のように脳については
勉強していません。しかし彼らは体を動かしながら学習
をする学生のほうが成果が高いことは知っているので
す。そのプロセスはインタラクティブな学習であったり、
動画を駆使したりとテクノロジーを利用することでさら
に強化されます。自分の頭と手をつかって情報に触れ、
情報をカタチにすることほど素晴らしいものはありませ
ん。そしてたまには、アナログツールに新しい息吹を吹
き込み、物事を考え直し、発想の転換をし、再構築する
ことも必要でしょう。

Ó  Steelcase Education Solutionsから新たに開発されたVerb
を使用した授業の模様

だから、講義で座っている間、音声と言語をつかさどる
脳の領域が動き、記憶に情報が格納されているので
す。残念ながら、それがどのように動いているのかは明
確ではありません。実際、重要な事柄や雑学のような
些細なものは同じような仕組みで記憶されるようです
（だから30年前に覚えた歌の歌詞を覚えていて、30秒
前に車の鍵をどこにおいたかわからないということが
起きるのです）。

しかしながら、講義の間、驚くことが起きるのです。私
たちはノートをとるときに、記憶する情報のそれぞれに
空間的相関関係をつくるようです。空間情報を認識す
る脳の領域が動き、それが言語情報に伝達されるとい
います。それはまるでもみ殻から小麦が離れるような感
じに似ています。

実際にリサーチはこのことを実証しているのです。講義
でノートをとる学生はとらない学生より、内容を覚えて
いるかというとそういうことでもありません。ノートをと
ることで記憶している量が増えるわけではないのです。
しかし、ノートをとっている学生はより詳細を記憶して
おり、ノートをとらずに聴講だけをしていた学生はその
内容をランダムに記憶しているのです。

書くという行為のほうがより記憶できるという研究結果
もでています。コンピュータで入力するということが必
ずしも書くという行為と同じ効果をえられるわけではな
いのです。むしろコンピュータ入力は頭を使わないとも
いえます。書く行為は受け取った情報を精査し、整理す

るというプロセスでもあり、ノートそのものよりもずっと
価値があることなのです。そして心や頭の中にあるアイ
ディアを固め、後で思い出すという行為にも繋がってい
るのです。人の学習スタイルはさまざまですが、体を動
かしたり、調べたりすることで学習効果をあげている人
たちはまさにこのことを実践しているのです。

ノートをとるということは脳に重要なことを思い出させ
る唯一の方法でもありません。例えば、他の方法とし
て、ホワイトボードにアイディアを落書きする、忘れない
ようにカレンダーに書き込みをするということもありま
す。それはまさに脳の空間と言語の間のリンクをつく
り、情報を脳の中に格納している行為なのです。

学生はホワイトボードにマーカーで
何かを書くことで、身体や経験を
通して重要な情報や認知マップの
ようなものを思い出しやすくなります。
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煩わしいスペース探しも簡単に

ストレスフリーの会議予約システム

ワーカーは会議室や仕事をする場所を探すのに1日のうち45分を費やしているといいます。RoomWizard会

議予約システムはその煩わしさを簡単に解消します。タッチパネル上でミーティングの予約状況が簡単に表

示され、空いていればその場で予約、使用も可能です。使われていないスペースを最大限に有効活用し、コ

ラボレーションを生み出すスペースづくりを容易に実現できます。

製品詳細は下記まで：

www.steelcase.jp

日本スチールケース株式会社　03-3448-9611
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Steelcaseは洞察重視、または研究リサーチ主体、EBD
主体型メーカーとしての長い歴史を誇る企業です。教育
分野では、私の教育リサーチの経験とSteelcaseの研究
リサーチ頭脳であるWorkspace Futureグループとあわ
せることでほぼ25年もの知識があるということになり
ます。

EBDは教育施設のデザインを設計する上でも重要です。
知識の共有化をサポートするためにSteelcaseの教育ソ
リューションチームは教育分野のデザインのためにこの
根拠に基づくデザインをカリキュラムの中に採用しまし
た。それぞれに継続的に行われる教育ユイットは教育用
デザインのためにマルチな知識や研究の問題に取り組
んでいます。約10にもわたるコースはベーシックな認定
レベルや必須学科でそれを終了すると次のレベルに進
むことになります。教育市場で活躍するにはこれらの知
識や研究リサーチを実施する能力を持つことが必須と
いわれています。

私たちはただ単に知識を共有するために知識を創造し
ているわけではありません。知識を主体として事業を
展開する企業なのです。つまり、私たちのすべてのプロ
ダクトはアクティブラーニング（積極的な学習法）を目
的として開発デザインされ、この2次的または1次的なユ
ーザー主体のリサーチデータが製品開発のベースにな
っています。あなたは製品が開発されるプロセスでこの
根拠に基づいたデザインを使用してつくられたチェアに
ついて話を聞いたことがありますか？私たちはアクティ
ブラーニングのためのソリューションを開発するために
慎重に厳密にあらゆる事柄を遂行していくのです。私が
デザイナーとして思うには、このことが極めて重要で、
最終結果に大きな差をもたらしていくことになるので

す。ひとつ例をあげましょう。

私たちのプロダクトであるnodeチェアをご存知でしょう
か。まずは現在の状況を理解するために2次的なリサー
チを実施しました。その後2年もの間、異なるタイプの
教育機関で実際にユーザーの行動を観察しました。そし
てそのデータは洞察や知識に変換され、プレゼンなど
に使用されました。もちろん、すべての情報を公開した
わけではありませんが。そして、プロトタイプ化され、導
入直前にユーザーレベルで実地テストされました。そこ
でさらにデータが収集されます。新たな情報をもとにさ
らに改良され、またテストされ、そしてリサーチで発見
された主なニーズを満たしていることが確認された後
に初めて、実際に市場に導入されることになります。こ
れはすべてではありません。2次的、1次的なリサーチを
使って明確化されたヒューマンファクターである人的要
因は製品に組み込まれ、一体になって製品化されるこ
とになります。そしてまたテストを実施し、そこから学習
をするということの繰り返しです。私たちは導入後の評
価も実施し、そこからも学んでいくのです。テストを繰り
返し、ユーザーの声を聞き、改良し、ソリューションを見
いだす。このシンプル、しかし時間のかかるプロセスを
繰り返すことで製品は革新的な製品へと変貌していく
のです。

私たちは知識、洞察を主体とする企業で、それは私たち
のDNAでもあるのです。アクティブラーニング環境のた
めに、クライアントに対してはチョイスができるように
マルチなソリューションを提案するように心がけていま
す。そのプロセスの中で私たちは知識を共有し、さらに
前進していくのです。スピーディに適切なソリューション
をデザインすることを求められる時代にあって、デザイ

ナーや管理担当者が「正しいことをやる」ことを一層難
しくしています。しかし、この根拠に基づいたデザイン
手法はその判断をしやすくするものであることはまちが
いないでしょう。

根拠に基づくデザイン手法は、教育のための適切なデ
ザインソリューションを導くための最適なアプローチ方
法といえるでしょう。

Steelcaseの教育ソリューションの教育環境部長、Lennie Scott-Webber博士が 
提案する新たな学習スペースの提案

A new learning curve
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ものごとの第1歩はよく草の根運動から始まるといわれ
ています。今、私たちが見ているものは建築デザイン業
界によって受け入れられ、これからの建築物に意味のあ
るインパクトを与えるものとして最も可能性を秘めてい
るように思えます。例をあげれば、サステナビリティで
す。数年前まではサステナビリティという概念は、数あ
る中の小さなアイディアにすぎませんでした。その当
時、誰がゆりかごからゆりかごの概念などを含むデザイ
ンプロセスを想い描くことができたでしょうか。デザイ
ナーが建築物と持続可能性を査定する認証基準の認定
プロフェッショナルであるLEED APを持つことなど夢の
また夢でした。LEEDはいまや“住宅や建築物の資産価
値向上における重要なベンチマーク”になっています。今
日、ますますLEED認定デザインが主流になっていくに
つれ、すべてのデザイン設計事務所ではこの認定資格
をもつデザイナーを雇わなければならなくなるでしょ
う。

いくつか登場している草の根運動のひとつで建築物に
同じくらいの可能性とインパクトを与えるであろうもの
として「根拠に基づくデザイン」というものがあります。
そ れ はどういうも の か。根 拠 に 基づくデ ザイン、
Evidence-based Design（EBD）は他の人が実施した2
次的または自分で実施した1次的リサーチをつかって状
況を把握し、リサーチから発見された証拠を根拠として
デザインソリューションを追求していくというものです。
リサーチをデザインに取り入れたデザイナーはクライア
ントのニーズをより満たすデザインを提供できるだけで
なく、そのソリューションが現在の知識レベルに影響を
与えていくことにもなります。ヘルスケア業界はまさに
この根拠に基づくデザインを受け入れ、推奨しているグ
ループのひとつです。特にヘルスケアメーカーはリサー

チ主導型で、データを重んじている企業が多いともい
われています。この根拠に基づくデザイン（EBD）認定プ
ログラムはその業界で働くデザイナーに向けて発信さ
れています。グリーン建築物のデザインに向けてのLEED
認定と同じように、ヘルスケアにおけるEBDはいま、よう
やく始まったばかりで、トレンドになりつつあります。で
も、なぜそんなに重要なのでしょうか？

理由としては1）その専門性を終了したことによって得ら
れる深い専門知識を認める認定プログラムであること、
2）EBDはデザインプロセスに厳密性を要求し、デザイナ
ーはそれに向かって努力をすることになる、3）エンドユ
ーザーはこの厳密なリサーチから利益をえることがで
きる、4）EBDはまさに今の時代にあって正しいアプロー
チ方法であるためどの市場でも受け入れられる、という
ことです。

根拠に基づいたデザイン設計： 
いかに教育環境を向上させるか。

筆者のLennie Scott-Webber博士について

米国とカナダでデザイン会社を経営し、3つの
大学で教鞭をとり、管理的立場から教育環境に
ついての研究に携わる。何十年にもわたり、数
えきれないほど多くの教室の実情を目の当たり
にし、教室の多くは時代の変化から立ち後れて
いることを痛感しているひとりです。

現在、さまざまな活動を通して、人びとが環境
から生まれる行動を理解し、新しい教授法や学
習法を真にサポートする教室を創り出すことが
できるような環境を整備することに情熱を注い
でいます。
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教室でのアクティブラーニングをサポートするために開発、デザインされた初めての教育用コレクション家具、

Verb（ヴァーブ）を紹介します。Verbは柔軟性があり、モバイルで容易にレイアウト変更ができ、ニーズに応じ、

さまざまな教授法、学習法を試すことができます。どんな教室スペースにも適応でき、教授と学生の積極的な

交流を促し、生徒の能力向上に貢献します。

さまざまな学習モードをサポート

グループ 講義＆テスト 討論 テーブルを囲んでの 
グループワーク

製品詳細は下記まで：

www.steelcase.jp

日本スチールケース株式会社　03-3448-9611



25' 10"

11'

8' 8"17' 2"

~  ポイント：カメラのアングルを適切に設定するこ
とでコラボレーションを促進します。

  青い部分：すべての参加者が視界内にはいるよう
工夫されています。

  ピンクの部分：どの席からもマーカーボードの内
容を無理なく見ることができます。

このコラボレーションセッティングは家具とテクノロジ
ー、マーカーボードを一体化し、社内でそして遠隔から、
チームがシームレスに素早く情報を共有することができ
ます。どの席からも他の参加者メンバーやマーカーボー
ドの内容がすべて視角範囲内になるように工夫されて
います。

パネルソリューションは参考資料やドリンク、パーソナ
ルアイテムなどを収納する棚としてだけでなく、テクノロ
ジーや配線マネジメントをすっきりとおさめる役目も果
たしています。

隣のセッティングは前に述べたセッティングより、少人
数用のレイアウトで同様のコラボレーションテクノロジ
ーとマーカーボードを提供しています。また、パネルがシ
ェルターとなり、プライバシーを確保し、スペースの間
仕切りとしても効果的に配置されています。床に置いた
可動式の収納ケースは参加者が自由に私物などを収納
できるスペースも提供しています。
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desIgn apps 
コラボレーションを触発する革新的なアプリケーションのアイディア例

社内または遠隔にいるチームメンバー間でのデジタルやアナログのコンテンツ
共有を容易にするコラボレーション環境とはどういうものか。それはインタラ
クティブ性が高く、メンバーが同じように情報を入手し、分析し、そして新たな
ものに変換するという一連のプロセスを可能にするスペースです。
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| �革新的なミーティング体験を 
創造するプロジェクト

Marriottホテル＆リゾート、Steelcase, IDEOは3社コラボ
で仕事の未来、そしてホテルでの会議やミーティングの
ための革新的なコンセプトを共同で開発することを発
表しました。

「私たちは、働き方も、働く場も、働く時間も、自由に
慣れている新たな次世代の人々のためのホテルをつくろ
うとしているのです。今回、SteelcaseとIDEOの協力をえ
て、仕事の未来、ワーキングイノベーションラボというプ
ロジェクトで、ホテルでの革新的なワーク体験を創造で
きることを大変楽しみにしております。」と語るのは
Marriottホテル＆リゾートのブランドマネジメント部の
Paul Cahill氏。

新たなテクノロジー、新たなスペースやサービスを創造
するものとして10コのプロトタイプがデザイン設計さ
れ、今年の3月にロサンゼルスのMarriottでの管理職会
議にて提案されました。

「管理職はもっと定期的に遠隔から仕事をするように
なり、彼らが行くところ、どこにでも仕事をする環境が
必要とされるようになります。ミーティングの環境に選
択肢と自由度を与えることで今日のそしてこれからのグ
ローバルワーカーのための最適な環境を提供できるこ
とになるでしょう。」

| �世界中で祝う創業100周年

Steelcaseでは世界中にある支社や工場で100周年を祝
う記念行事が開催されています。本社のある米国ミシ
ガン州のグランドラピッツからマレーシアのクアラルン
プール、メキシコのレイノッサから香港、そしてマドリッ
ドまでそれはまさに地球規模で、各地域それぞれの創
造性を生かし、この大きな節目を迎えています。
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| �Nurtureブランド、Empathリクライニングチェアが受賞

SteelcaseのヘルスケアブランドであるNurtureのEmpathリクライニングチェアが恒
例のヘルスケアデザインコンファレンスにおいて、患者のケアプロセスに大きく貢献
したとして、栄えあるナイチンゲール賞に輝きました。この受賞の影には2000時間以
上にも及ぶ患者と介護者との間の行動観察、撮影記録、ビデオ調査などから導かれ
たリアルな洞察が隠れています。

「まさに私たちは彼らの立場にたち、同じ目線で患者と介護者を観察してきました。
Empathは安全で、質の高いヘルスケア体験を提供するソリューションプロダクトと言
えます。」とNurtureブランドのAlan Rheault氏は述べています。

~ �turnstoneブランド、 
スタートアップアメリカ 
パートナーシップに協賛

Steelcaseのブランドであるturnstoneは起業したばか
りのアメリカの企業を成長へと導く、「スタートアップア
メリカパートナーシッププログラム」の50パートナーシッ
プの1社として協賛し、製品やサービスを提供すること
になりました。スタートアップアメリカパートナーシップ
は大企業やファンド、サービスプロバイダー、メンターや
アドバイザーなどとアライアンスを組み、起業したばか
りの企業が将来急成長をとげ、企業として成功するよう
に支援するプログラムです。

「今回、スタートアップアメリカのパートナーシップに参
加することで、企業のオーナーたちがさらなる成功を遂
げるお手伝いができることを誇りに思っています。素晴
らしいスペースは偉大なる会社に宿り、会社を経営する
と同じ ように 努 力し な け れ ば 生 まれ ませ ん 。」と
turnstoneブランドのジェネラルマネジャーであるKevin 
Kuske氏は語っています。turnstoneは企業に対して100
万ドル以上もの資金を提供しています。

~ �Steelcase、「世界で最も賞賛される 
企業」にランクイン

米 Fo r t u n e 誌 が恒例の” Wo r l d ’s  M o s t  Ad m i re d 
Companies（世界で最も賞賛される企業）を発表した。
Steelcaseはホーム機器、家具部門において6位にランク
インしました。選出された企業には世界的に有名なタッ
パーウェア、WhirlpoolやElectroluxなどが名をつらねま
した。

これにあたって社長兼CEOであるJames P. Hackett氏は
「このような栄えある調査で尊敬される多くの他の企
業と名をつらねることができて大変光栄である」と述
べています。

この調査は米フォーチュン誌とヘイグループが共同で毎
年実施されており、経営者やアナリストによるアンケー
ト形式で行われ、業績は企業イメージなど9つの項目で
ランクづけされるものです。

~ �端切れの再利用

フランスのストラスブルグにあるSteelcaseはCISV（国
際交流と世界平和を目的に世界中から集まった子供た
ちが生活を共にするキャンプ）をサポートする一貫で鉛
筆ケースを制作するための張り地の端切れを寄贈して
います。

このプログラムはストラスブルグ経営スクールでサステ
ナビリティを専攻し、MBAを取得した学生の発案で始
まりました。このハンドメイドの鉛筆ケースは専門的な
知識を身につけることで雇用を支援しようとする地元
の団体、リブレオブジェの活動の一貫として失業中の女
性によって創られました。

CISVは鉛筆ケースを購入し、世界50カ国から300人以上
もの参加者が集まる会議で販売するというものです。
会議は毎年開催され、今年のテーマは「サステナビリテ
ィと教育、そして平和」です。
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inside asia pacific

p �WorkLife Tokyo新たにリニューアル

アジアの100周年記念行事は東京から幕を開けました。
アジアパシフィックの中で果たした日本の貢献度は高
く、この度WorkLife Tokyoを最新のコンセプトである
「interconnected workplace（相互に連結するワーク
プレイス）」をテーマにリニューアルし、次世代の新たな
デザインソリューションで構成されたスペースを公開し
ました。

4月末に開催された100周年記念と題されたオープニン
グパーティには350名強にも及ぶゲストが訪れ、アジア
パシフィックの社長であるUli Gwinner氏から感謝の意
が述べられ、盛大に100周年パーティを終えました。

| �「100ミニッツ」を香港で開催

5月にはアジアパシフィックの拠点である香港で、夢と奇抜さと卓越
した才能を100分の中に込めた「100ミニッツ」というイベントを開催
しました。香港の名だたるデザイナーやコンセプトリーダーたちが10
分間の枠でプレゼンテーションを行うというもので、そのトピックは
デザイン、イノベーションからサステナビリティ、そして未来の働き方
にも及び、アート、デザイン、建築の枠を越えてさまざまな知識の共
有とディスカッションが行われました。

プレゼンターとしてはEric Schuldenfrei & Marisa Yiu of Eskyiu、
Environmental Bamboo FoundationからArief Rabik、Urbanus 
Hong KongからDanil Nagy & Christo Logan、IpsosからSteve 
GartonそしてHK HoneyからはMichael Leungが名をつらねた。

| �創業100周年を祝うアジアパシフィック

2012年はアジアパシフィック地域においても各国で創業100周年を祝う記念行事
が予定されています。「100ドリームズ、100マインズ、100イヤーズ」というグローバ
ルテーマを掲げ、各国のパートナーである販売代理店、顧客、プレスの皆様と改め
て繋がり、今までの歴史とこれから始まる未来をひとつのストーリーとして共有す
ることでこの記念となる100周年を迎えています。

| �インドに新たにWorkLife Hyderabadがオープン

5月初旬、100周年記念にあわせて、インドのハイドロバッドに
新たにWorkLifeが開設されました。インドにおいては3つ目
の W o r k L i f e の オープ ン に なり、「 I n t e r c o n n e c t e d 
Workplace」をテーマにタスクワークから、コラボレーション
スペース、さまざまなタイプのミーティングスペースやコネクト
スペースから構成された次世代のワークスペースを紹介し、
若いワーカーを抱える急速に拡大するインド市場のニーズに
対応しています。

オープニング にはアジ アパシフィックの 社 長であるU l i 
Gwinner氏、インドのカントリーマネジャーであるPraveen 
Rawal氏が出席し、150名にも及ぶ顧客や販売代理店の皆様
と共に100周年を祝いました。
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アジア太平洋地域の最新情報



先進的企業にとっての新たな未来フォーカスレンズとは

仕事とワークプレイスに関する
最新情報とトレンドを満載した
情報誌

創業100周年、それは未来を見つめること キーポイントは個人ワークと
コラボレーションのバランスをとること

CEOであるジム ハケット氏
が語るSteelcaseの未来とは
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